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未曾有の大震災と原発事故の2011年が暮れ、2012年が開

けました。今年も直面する課題は、厳しく、決して楽観でき

るような状況ではありません。「税と社会保障の一体改革」

「TPP における医療保険への影響」「社会保障費削減を目論

む診療報酬と介護報酬の同時改定」等々、どれをとっても難

題ばかりです。しかし、手をこまねいていては押し切られる

だけです。保険医協会は、今年も、先頭に立って、保険医の

経営、生活と権利を守り、国民医療の向上のために闘ってい

きます。

以下、そのための具体的な方針について述べたいと思い

ます。

まず、今年は、診療報酬と介護報酬の同時改定の年です

が今時改定でも、医療機関の機能分化、在宅へのシフトのト

レンドは続いているようです。診療報酬上の不合理に関して

は、保険医協会は数年来、一貫して、その是正を求めて厚労

省交渉を行ってきました。これまでの交渉が実を結ぶことを

願っています。今同時改定がどのようなものになろうとも、

最重要事業として医科歯科ともに、保険制度の理解と運用を

会員の皆様に迅速にかつ正確にお届けすることに関しては、

いささかのためらいもありません。

日々の医療活動は、医学 ･医療に関する最新で豊富な知

識と情報の上に成り立ちます。会員皆様のよりよい保険診療

のため、以前にも増して、真に役に立つ情報を提供していき

ます。

県内全域、偏らない会員サービスについては、数年来、精

力的に取り組んでいるところです。今年度も、県内全域での

事業展開を目指していきます。

個別指導の実施主体が地方厚生局に移って以来、標準化

に名を借りた指導の強化が起きています。必要なときの録音

や弁護士帯同の推進、個別指導に対する相談への対応など、

個別指導対策を重点施策として取り組みます。

最後に、協会財政の強化についてです。事務局員の新旧

入れ替えに伴い、人件費がかさみ、財政状況が逼迫していま

す。安定化するまでの一両年、積立金取り崩しでしのげば、

赤字基調から脱却できる予定です。しかし、中長期的に安定

的な財政状況にしていくには、固定費の切り詰めに加え、事

業の効率的運用は当然ですが、会員増加がぜひとも必要です。

昨年度にもまして組織拡大に努め、協会活動の目的達成をめ

ざして執行部一同、奮闘する所存です。

第38回第38回
定期総会定期総会
日　程 2012年2月19日（日）
場　所 ホテル金沢 4階 エメラルド

（金沢駅東口徒歩1分 ☎076-223-1111）

●次第
記念講演

放射線の健康障害
内部被曝について考える

講師 矢ヶ﨑 克馬氏（琉球大学名誉教授）
■2011年5月に、衆議院科学技術特別委員会・予算委員会の審議で、参考人招致され、
　内部被曝について説明された方です。

講演会シリーズ・第4回
原  発 いのち みらい

■対　象／関心のある方ならどなたでも
■参加費／無料

※定員に達しましたら締め切らせていただきます。
　お早めにお申し込みください。

午前10時～正午

定期総会 正午～午後1時

石川県保険医協会

新年のごあいさつ

保険医の経営、生活と権利を守り、
国民医療の向上のために

会長　西田　直巳（金沢市・小児科）
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診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査などについての情報提供
やご相談にも応じています。

共済制度「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会や経営に関する情報交換や税務・雇用に関する講演会等も開催しています。
医科・歯科の共同体をいかし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科のための手差し会話集』

や『歯科における震災時の対応』など石川協会オリジナルの書籍をたくさん発行しています。
月に１回『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報や会員からの楽しい投稿が
盛りだくさんです。

石川県保険医協会は、全国保険医団体連合会（保団連）に加入していますので、全国の審査、指導・
監査の動向、厚生労働省の関係資料やその解説資料など、必要な情報を迅速にお届けできます。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。
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保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。
保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。

保険医協会にぜひご入会下さい！
2012年4月に診療報酬・介護報酬の大幅な改定が予定されています。保険医協会に入会し、今から対応の準備をおすすめします。

●入会の条件／保険医であり、石川県保険医協会の目的（保険医の権利擁護と国民医療
の充実）に賛同いただくことが入会の条件です。

●入会手続き／入会手続きは、「入会申し込み書（ハガキ形式）」および会費等納入のため
の「預金口座振替依頼書」に必要事項をお書きいただくことで完了します。

●会　　　費／ 勤務医  ３,８００円／月開業医  ４,５００円／月
※入会金はありません
※３カ月分ずつ年４回（1，4，7，10月の25日）ご指定の預金口座から自動引き落とし
※協会は任意団体ですので入退会はご自由です。退会される場合は、「退会届」用紙のご提出をお願いします。

石川県保険医協会
電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/●入会をご検討いただける方は、協会までご連絡ください。先生のご都合の良い日時に事務局員が説明に参ります。

入会方法
医科 732人
歯科 298人

会員数　1030人

協 会 の あ ゆ み 理事会・専門部活動

理
事
会

歯 　 科 　 部 歯科新点数検討会、多彩な講演会、食育プロ
ジェクトなど

学術・保険部 医科新点数検討会、会員デビュー講演会、よ
ろず勉強会、医師とコ・メディカルのための講
演会など

医 療 福 祉 部 『病院マップ』『福祉マップ』の発行、社会保障
セミナー、在宅医療講演会、高齢者施設取材
など

機関紙・文化部 『石川保険医新聞』の発行および文化企画

経営・共済部 保険医年金、休業保障、グループ保険の募集・
運営、新規開業医懇談会など

総務部・財政部 組織拡大委員会、住民団体との交流など

石川県保険医協会は、全国22番目に発足しました。
1971年の保険医総辞退事件のころから石川協会設立の準備がはじめ
られ、1975年、104人の会員をもって設立されました。
現在、1,030人（医科732人、歯科298人：2011年12月現在）の医科・
歯科医師を会員とし、全国組織の保団連（全国保険医団体連合会・会
員10万3千人）に加盟しています。
保険医協会の目的は、「保険医の権利と生活を守る」ことと「国民
の医療と福祉を充実させる」ことです。石川県保険医協会では、この
目的達成のために、現在、６つの専門部を設けて活動しています。
また、県内のあらゆる医療・保健・福祉の分野でご活躍の団体、個
人の方々との交流・協働を大切にしています。

──石川県保険医協会では
　　日常診療に役立つさまざまな活動を行っています──

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。
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2012年診療報酬改定に向けて、改定内容に係る議論が急ピッチで進められて
いる。昨年12月１日には、社会保障審議会の医療保険部会と医療部会がそれぞ
れ2012年診療報酬改定の基本方針を了承し課題が明示される一方、並行して開
催されている中医協においては、具体的な改定の中身についての議論が週２回
のペースで行われている。
「診療報酬改定の基本方針」において重点課題として掲げられたのは、「病院
勤務医等の負担の大きな医療従事者への負担の軽減」と「医療と介護の役割の
分担の明確化と地域における連携体制の強化の推進及び地域生活を支える在宅
医療の充実」の２点である。前者については、前回の改定に際しても掲げられ
たものであり、診療所を中心とするプライマリケアに係る報酬を病院（特に急
性期の入院）の充実評価に充てるという方針は一貫しているといえる。また、
後者の在宅医療の充実については、今次改定が介護報酬との同時改定であるこ
とから介護保険の見直しと一体的に進めていく意図がある。
さらに、今次改定の背景として忘れてはいけないのが、政府が進める「税と
社会保障の一体改革」との関係である。昨年６月30日に閣議報告された一体改
革案のうち医療に関連する項目では、例えば、「市町村国保財政の都道府県単
位化」「被用者保険の適用拡大」「受診時定額負担」「総合合算制度」などその
内容は多岐にわたっているが、診療報酬改定により対応をはかっていこうとす

る項目も少なくない。例えば、「病院・病床機能の分化・強化と連携」「地域間・
診療科間の偏在の是正」「在宅医療の充実」「平均在院日数の減少」「外来受診
の適正化」「後発医薬品の更なる使用促進」などは、次期診療報酬改定におい
ても重点的な課題となることが既に明らかになっている。政府は、いわゆる「ペ
イアズユーゴー」の原則を掲げており、例えば急性期医療や在宅医療の充実を
図る見返りとして、それを担保するための「効率化」する項目もセットで示し
ており、注意が必要である。具体的に言えば、①  2025年までに、一般病床の
平均在院日数をおよそ５日程度短縮する、②入院・介護施設入所者を約60万人
／日程度減少する、③生活習慣病予防や ICTの活用などにより外来患者数を
５％程度減少する、④医療従事者の役割分担を見直し病院医師の業務量を２割
程度削減する─などの数値目標が示され、今次改定はその実現に向けての第一
歩と位置付けられているのである。
以下に、本稿執筆時点での今次改定の項目として挙げられている論点を整理
した（2011年12月２日中医協までの情報）。本紙発行の時点においては既に改
定率も決定され、より詳細な改定内容が明らかになっている可能性があること
を前提に、ご覧いただきたい。なお、保団連・保険医協会では、今後も不合理
な改定案に対しては緊急要望活動を行い、また、パブリックコメントも公表す
る予定である。

１．外来医療について（11月30日中医協）
○	同一日の同一医療機関内での複数診療科受診について、再診料において一
定の評価を行う。
○	入院中の患者の他医療機関受診の場合の入院基本料の減額について、精神
病床、結核病床、有床診療所から、透析や PETなどの共同利用が進めら
れている検査のために他の医療機関を受診する場合に限り、減額幅を小さ
くする。
○	500床以上の大病院の紹介なしの初診料、再診料（外来診療料）を引き下
げる。（選定療養と併せて病院の収入は減少しない仕組みとする）

２．在宅医療について
①	訪問診療等（11月９日中医協）
○	居住系施設への訪問診療料（200点）は、引上げの方向で見直す。
○	在宅療養支援診療所の機能強化のため、自院のみで完結する支援診以外に
も、緊急時の入院のみ支援病院と連携するもの、支援病院を含む他の医療
機関等と連携・補完しあうものの３類型に分類して評価する。
○	ターミナルケア加算の要件を緩和する。
②	訪問看護（11月11日中医協）
○	看護補助者との同行訪問を評価する。
○	外泊中や退院日の訪問看護について、退院を促進する観点から評価を行う。
○	退院直後の一定の期間、医療ニーズの高い患者に対しては、要介護者であっ
ても医療保険の訪問看護を可能にする。

３．後発医薬品の使用促進について（11月30日中医協）
○	処方せんの「後発品への変更不可」欄を廃止し、個々の医薬品の後発品へ
の変更の可否を明示する様式に変更する。
○	医師が一般名処方を行うよう推進策を講ずる。

４．入院医療について
①	急性期医療（11月25日中医協）
○	７対１入院基本料について、患者の重症度・看護必要度の評価による基準
を引き上げる（10対１入院基本料についても、患者像に即して評価する基
準を設ける）。

②	亜急性期医療（11月25日中医協）
○	亜急性期の評価について、現行の亜急性期病床と回復期リハ病棟の評価を
一本化し、原則包括評価としたうえで、認知症対策や高額・頻回な処置等
の適切な評価を検討し、リハビリテーションは提供のたびに個別に評価す
る。

③	慢性期入院医療（11月25日中医協）
○	13対１、15対１の一般病棟における90日を超える入院患者について、長期
療養患者が多い場合は療養病棟と同様の報酬（医療区分とADL区分によ
る包括評価）とし、長期療養患者が少ない場合には出来高算定を継続でき
るが平均在院日数の計算対象には加えることとする（医療機関がどちらか

を選択する）。
④	有床診療所（11月25日中医協）
○	一般病床、医療療養病床、介護療養病床の相互乗り入れを可能とする。
○	入院緩和ケアや院内のターミナルケアについて評価する。

⑤	地域特性への配慮（11月25日中医協）
○	医療機関が少ない地域で自己完結型の医療提供を行っているが、医療従事
者の確保等が困難な地域において、一般急性期や亜急性期等を一体的に提
供していることを評価する。評価方法は、病棟全体の看護配置基準から、
病棟ごとの看護配置基準に変更する。また、専従要件のある一部の医療に
ついて、看護師等の専従要件を緩和し他の業務に従事することを認める。

⑥	退院調整（12月２日中医協）
○	慢性期病棟等退院調整加算と急性期病棟等退院調整加算が算定できる病棟
の入院患者に対しては、退院支援が困難である患者を早期に抽出し、その
患者の早期の退院支援を行えるよう評価する。

○	大腿骨頸部骨折と脳卒中以外の地域連携クリティカルパスの評価を創設す
る。

⑦	医療連携（12月２日中医協）
○	救急・在宅等支援療養病床初期加算の受け入れ先に、13対１、15対１病棟
を加える。

○	がん診療連携拠点病院を中心とした連携を評価した点数の要件を緩和す
る。

○	認知症専門医療機関と地域の医療機関との連携の推進、入院期間の短縮を
図るための退院調整の評価を検討する。

○	慢性期病院において、すでに褥瘡が発生している急性期後の患者を受け入
れた場合、一定期間に限り治療による褥瘡の改善を評価する。

５．歯科医療について
①	歯科医療（11月30日中医協）
○	歯科外来診療環境体制加算について、再診においても算定できるようにす
る（初診時の点数は引き下げる）。

○	歯周病安定期治療（SPT）について、糖尿病患者など全身疾患を有する患
者の場合、歯周外科手術をしなくても治療間隔の短縮を認める。

○	診療報酬上の「障害者」の名称を見直し、加算要件に症状の重い認知症の
状態を明示する。「障害者歯科医療連携加算」を見直し、患者の状態に応
じた専門医療機関からの受け入れを評価する。

○	歯科治療総合医療管理料の対象疾患に、ビスホスフォネート系製剤服用患
者やがん治療での放射線治療患者、周術期患者を追加する。

②	在宅歯科診療（11月11日中医協）
○	歯科訪問診療料の時間要件などの診療体系の見直し、対象者の要件（「常
時寝たきりの状態等」）の緩和などを検討する。

○	訪問歯科診療を行う際の、歯科衛生士の同行を評価する。

2012年度診療報酬改定について厚労省から示された論点（決定事項ではない）

2012年診療報酬改定をめぐる動き
事務局長　工藤　浩司まとめ
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今
回
は
、
中
能
登
町
の
安
田

医
院
の
安
田
紀
久
雄
先
生
を
お

訪
ね
し
ま
し
た
。中
能
登
町
は
、

鹿
西
町
、
鳥
屋
町
、
鹿
島
町
が

合
併
し
て
で
き
た
町
で
す
。
安

田
医
院
は
旧
鹿
西
町
に
あ
り
、

医
院
の
建
物
は
古
く
か
ら
あ
る

町
並
み
の
一
角
に
溶
け
込
ん
だ

よ
う
な
た
た
ず
ま
い
で
し
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
安
田
医
院

は
先
生
の
代
で
五
代
目
と
の
こ

と
で
す
。

医
院
の
あ
る
地
区
で
は
昔
か

ら
往
診
が
普
通
に
行
わ
れ
て
お

り
、
外
来
通
院
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
訪
問
診

療
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
病
院
か
ら
の
依
頼
や
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
訪
問
診

療
も
あ
り
ま
す
。
訪
問
診
察
に

は
、
午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で

毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
古
い
町

並
み
で
道
が
狭
か
っ
た
り
坂
も

あ
っ
た
り
で
，
四
駆
の
軽
自
動

車
を
運
転
し
て
回
っ
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
は
、
脳
卒
中
後

遺
症
の
方
が
多
く
、
ほ
か
に
癌

の
方
も
現
在
は
一
人
で
す
が
三

〜
四
人
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
十
月
の
訪
問
診

察
は
実
人
数
で
六
十
三
人
、
延

べ
人
数
で
八
十
二
人
で
、
往
診

は
そ
れ
ぞ
れ
七
人
で
し
た
。
こ

の
一
年
間
で
自
宅
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
は
七
人
、
病
院
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
七
人
で
し
た
。

癌
末
期
で
の
疼
痛
緩
和
に
苦
労

し
た
り
、
吸
痰
が
必
要
で
家
族

の
介
護
疲
労
が
強
い
た
め
患
者

さ
ん
が
入
院
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
り
な
ど
、
終
末
期
医
療

に
一
定
の
困
難
は
あ
り
ま
す
。

石
川
県
立
看
護
大
学
の
浅
見

氏
ら
が
行
っ
た
中
能
登
町
で
の

「
在
宅
終
末
期
医
療
の
実
態
と

住
民
の
意
識
」
に
関
す
る
調
査

研
究
（
注
１
）
で
は
、
在
宅
死

割
合
が
一
九
九
九
年
の
二
九
・

九
％
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
は
一

五
・
三
％
と
急
速
に
減
少
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
世
紀
末
ま
で
比
較
的
在
宅

死
亡
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、

訪
問
診
療
・
往
診
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
医
師
（
安
田
先
生
も

そ
の
中
の
一
人
で
し
ょ
う
）
と

看
取
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
存

在
が
あ
っ
た
、と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
医
療
者
の
努

力
で
は
補
い
き
れ
な
い
ほ
ど

に
、
人
口
減
少
、
家
族
形
態
の

変
化
、
地
域
産
業
の
衰
退
が
急

速
に
進
み
、
死
亡
場
所
の
割
合

も
ま
た
全
国
的
な
傾
向
に
近
づ

い
て
い
る
と
分
析
し
て
い
ま

す
。家

族
が
い
て
も
日
中
は
高
齢

者
の
み
と
か
、
高
齢
者
の
独
居

や
老
老
介
護
な
ど
、
在
宅
介
護

力
の
低
下
は
顕
著
で
す
。
医
療

依
存
度
の
高
い
人
の
場
合
、
家

族
の
レ
ス
パ
イ
ト
の
た
め
に
必

要
な
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

が
な
か
な
か
使
え
な
か
っ
た

り
、
医
療
・
介
護
の
資
源
の
課

題
も
あ
り
ま
す
。
在
宅
医
療
を

提
供
す
る
に
は
、
そ
も
そ
も
在

宅
で
生
活
で
き
な
け
れ
ば
始
ま

り
ま
せ
ん
。
家
族
介
護
を
当
て

に
し
な
く
て
も
、
一
人
で
も
生

活
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
な
か
な
か
困
難
な
現

状
で
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
褥
瘡
の
写
真
を
メ
ー
ル
で

送
っ
た
り
密
に
連
絡
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
十
一
年
前
よ
り
、

地
域
で
多
職
種
と
の
懇
談
会
を

継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

つ
い
最
近
あ
っ
た
会
で
は
四
、

五
十
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
顔
の

見
え
る
関
係
が
で
き
て
き
て
い

ま
す
。
現
場
で
の
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
っ
た
ら
、
た
と
え
ば

ス
ト
ー
マ
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
や

Ｐ
Ｃ
Ａ
ポ
ン
プ
の
使
い
方
な

ど
、
県
内
か
ら
専
門
家
を
呼
ん

で
講
義
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
会
の
名
前
は
「
あ
じ
さ
い

会
」
で
、
そ
の
花
言
葉
は
「
辛

抱
強
い
愛
情
」
と
か
「
元
気
な

女
性
」
だ
そ
う
で
す
。
ぴ
っ
た

り
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
思
い
ま
し

た
。在

宅
医
療
の
醍
醐
味
と
し

て
、
在
宅
患
者
さ
ん
が
急
性
疾

患
を
発
症
し
た
と
き
に
、
多
職

種
連
携
で
入
院
せ
ず
に
治
療
で

き
た
時
や
、
看
取
り
を
し
た
後

に
家
族
が
診
察
に
来
ら
れ
感
謝

さ
れ
た
時
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
、
多

職
種
共
働
・
協
働
の
在
宅
医
療

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

他
科
と
の
連
携
で
は
、
七
尾
市

の
皮
膚
科
の
医
師
に
よ
る
訪
問

診
療
や
、
訪
問
歯
科
は
あ
る
も

の
の
、
他
の
科
た
と
え
ば
泌
尿

器
科
な
ど
の
訪
問
診
療
は
、
金

沢
な
ど
と
違
っ
て
な
か
な
か
困

難
な
の
が
実
情
で
す
。

往
診
グ
ッ
ズ
で
は
、
往
診
か

ば
ん
と
し
て
、
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ

を
見
つ
け
て
使
っ
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
通
常
の
往
診
か
ば
ん

よ
り
安
く
て
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
機
能
的
で
使

い
勝
手
が
良
さ
そ
う
で
し
た
。

あ
と
、
種
々
の
創
傷
被
覆
材
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
褥

瘡
や
創
傷
に
対
す
る
在
宅
医
療

な
ら
で
は
の
工
夫
が
う
か
が
え

ま
す
。

先
生
の
診
察
室
の
後
ろ
は
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
お
庭
が
ド
ー
ン
と
見

え
ま
す
。先
生
は
お
庭
を
背
に
、

そ
し
て
地
域
の
歴
史
を
背
負
い

な
が
ら
診
療
さ
れ
て
い
る
の
だ

な
と
感
じ
つ
つ
、
取
材
を
終
え

ま
し
た
。

【
注
１
】
浅
見 

洋
他
：
人
口
減

少
地
域
に
お
け
る
在
宅
終
末
期

医
療
の
実
態
と
住
民
の
意
識
︱

第
一
報
：
中
能
登
町
の
場
合
︱

石
川
看
護
雑
誌　

V
ol.4,2007

︱
城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

在宅医訪問 4 地域に根ざした、多職種共同の在宅医療

安田医院 安田紀久雄 先生（中能登町・内科）
取材　医療福祉部取材班

地
域
の
歴
史
を
背
負
い

毎
日
午
後
に
訪
問
診
察

地
域
の
歴
史
を
背
負
い

毎
日
午
後
に
訪
問
診
察

日ごろの疑問の解決のために

第22回 
なんでも学術! 第22回 
なんでも学術! 

  なんでも回答? よろず勉強会なんでも回答? よろず勉強会
～またまた「歯科」のテーマです～
最近、医科診療室の中でも、患者さんからインプラントについての話題が出ることがありま
す。しかしながら医科では、このインプラントについて、ほとんど知らないのが実情で、これに
ついて、しっかり学ぼうということで、今回のよろず勉強会のテーマになりました。
そもそもインプラント技術の普及状況や成功率、適正価格やメンテナンスについてなどの
疑問が尽きず、分からないことばかりです。
そこでこのたび、インプラントの実績を積み、この周辺事情にも詳しい保険医協会会員の中
新敏彦先生（小松市）に、「医科にも分かるインプラント講座」をお願いすることにしました。こ
れを機会に、インプラントについて学んでみませんか？　医科・歯科多数の会員の先生方のご
参加をお待ちしています。

申込み １月27日まで（講師の先生への質問がある場合は、1月20日まで）に
お申し込みください。

対　象

ところ

保険医協会会員（参加は無料、定員は先着３０人とさせていただきます）

近江町交流プラザ ４階「研修室１」
※駐車場は近江町いちば館併設の駐車場へ（午後5時から無料）

と　き ２０１2年2月2日（木）午後７時１５分～午後８時４５分
講　師 やわたデンタルクリニック院長　中新　敏彦 先生

メイン
テーマ

電話：０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ：０７６（２３１）５１５６
主催　石川県保険医協会／学術・保険部

インプラント講座
（医科の先生のために）

安田先生（左）の診察室の後ろは全面ガラス張りで、手入れの行き届
いた庭を見渡すことができる（写真右は、取材班の大川義弘理事）

往診かばんは、ポケットがたくさんあり、小物を
収納するのにとても便利なカメラバッグを使用

石 川 保 険 医 新 聞 2012年1月15日（毎月15日発行）（4）第477号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



石川県における子どもの医療費助成制度の改善運動は、この１年間で
大きく前進しました。まず石川県議会３月定例会で石川県医師会などの
「子どもの医療費完全無料化」を求める請願が圧倒的多数で採択され、次
いで同６月定例会で石川県保険医協会の「石川県乳幼児医療費補助要綱
の一部改正」を求める請願が全会一致で採択されました。
また県内19市町議会のうち６市町議会で「石川県乳幼児医療費補助要

綱の一部改正を求める意見書」を採択し、５市町議会で「石川県議会３
月定例会で採択した請願事項の速やかな実施を求める意見書」を採択し
ました。併せて半数以上の地方議会で石川県乳幼児医療費助成事業の改
善を求める動きが広がっています。首長が直接登庁し、県健康福祉部に
窓口無料化（現物給付化）を要請するところも増えています。
◎石川県各市町における子どもの医療費助成制度一覧表を掲載します。

自治体名
助成対象年齢

自己負担 所得
制限 助成方法

石川県への働きかけ
入 院 通 院 首 長 議会（注5）

石 川 県 小学校就学前 ３歳児 1,000円 ○（注4） 償還払い 請願 3件を採択
1 金 沢 市 中学校卒業まで 小学校３年まで 1,000円 なし 自動償還払い 市長が登庁し窓口無料化を要請 意見書（1）提出
2 七 尾 市 中学校卒業まで 小学校就学前 なし なし 償還払い 窓口無料化の意見はあげることができない
3 小 松 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円（注１） なし 償還払い 市長が登庁し窓口無料化を要請 意見書（1）提出
4 輪 島 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円（注２） なし 自動償還払い 福祉事務所長会議で要望している 意見書（2）提出
5 珠 洲 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 対象拡大、窓口無料化を要望したい 意見書（2）提出
6 加 賀 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 償還払いで良いと思っている。対象拡大があれば
7 羽 咋 市 中学校卒業まで 小学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 対象拡大・所得制限撤廃を要望している 意見書（1）提出
8 かほく市 中学校卒業まで 中学校卒業まで なし なし 償還払い 県には要望はできない 意見書（1）提出
9 白 山 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 引き続き要望したい
10 能 美 市 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い 市長が登庁し窓口無料化を要請 意見書（1）提出
11 野々市市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 町長が登庁し拡充を要請している 意見書（1）提出
12 川 北 町 中学校卒業まで 中学校卒業まで なし なし 償還払い
13 津 幡 町 中学校卒業まで 小学校２年まで 1,000円 なし 償還払い 町長会で町長が要請 意見書（2）提出
14 内 灘 町 中学校卒業まで 小学校２年まで 1,000円（注3） なし 償還払い 町独自には意見をあげられない 意見書（2）提出
15 志 賀 町 中学校卒業まで 中学校卒業まで なし なし 償還払い 現物給付化すると混乱する 意見書（2）提出
16 宝達志水町 小学校卒業まで 小学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い
17 中能登町 中学校卒業まで 中学校卒業まで なし なし 償還払い 要望する予定はない
18 穴 水 町 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 県の制度の通りにしている
19 能 登 町 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 自動償還払い 検討したい（副町長）

（注１）	 小松市の自己負担は入院・通院ともに０歳児～２歳児なし、３歳児～小学校就学前500円、小学校就学～中学校卒業まで1,000円
（注２）	 輪島市の自己負担は０歳児～小学校就学前なし、小学校～中学校卒業まで1,000円
（注３）	 内灘町の自己負担は入院・通院ともに０歳児～小学校就学前なし、小学校1・2年1,000円、入院の場合小学校３年～中学校３年1,000円
（注４）	 石川県の所得制限は児童手当法施行令を準用
（注５）	 意見書（1）………石川県乳幼児医療費補助要綱の一部改正を求める意見書
	 意見書（2）………石川県議会2011年３月議会で採択された請願事項の速やかな実施を求める意見書

石川県各市町における子どもの医療費助成制度一覧表

2011年12月1日現在

2012年3月4日（日）13：00～16：15まで（12時30分より受付）
日 時

石川県立中央病院 健康教育館2階講堂
（金沢市鞍月東2丁目1番地）

場 所

金沢駅西口6番より県立中央病院行きバスで１５分、県立中央病院
下車徒歩1分、金沢駅西口よりタクシー10分交 通

1,000円参加費

医療・保健・福祉関係者、消防・警察関係者等対象者

200名定 員第3回東海・北陸地方会開催のご案内

日本アルコール
関連問題学会

プログラム

開会式
13：00～13：10

◎開催地主催理事挨拶
 奥田　宏（ひろメンタルクリニック、関連問題学会理事）

閉会式

パネル
ディス
カッション

14：40～16：10

◎救急、職域、内科、精神科のアルコール医療をめぐる連携
 司会／山野俊一（富山市民病院　臨床心理士）
 パネラー／ 金沢市消防局 玉作秀二
  労働衛生コンサルタント事務所 Prime 木田哲二（医師）
  金沢医科大学消化器内科 土島　睦（医師）
  ひろメンタルクリニック 奥田　宏（医師）
  市立四日市病院 吉川晴子（MSW）
　コメンテイター／林　寛之、 猪野亜朗

特別講演
13：10～14：30

①「アルコールが絡んだ救急から職場まで」
 講師／林　寛之（福井大学附属病院総合診療科教授、医師）
②「救急、病棟、プライマリーケア、
　職場検診における問題飲酒者への簡易介入」
 講師／猪野亜朗（かすみがうらクリニック副院長　医師）
 　　　座長／山森正二（福井松原病院　医師）

◉参加希望の方は、資料準備のため氏名、職種、所属と産業医生涯研修ポイ
ント（2.5ポイント）希望の場合それを明記して、FAX 076‐234-1620
（ひろメンタルクリニック）まで2月20日までにお知らせください。

※保険医協会会員の奥田　宏先生（金沢市・心療内科）から、下記の行事案内のご紹介がありましたので掲載します。（編集部）

半数以上の
議会から
意見書!!

石 川 保 険 医 新 聞（5）2012年1月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第477号
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日
本
の「
子
ど
も
た
ち
」、
明
治
以
来
今
日
ま
で

身
長
・
体
重
が
毎
年
伸
び
続
け
る

現
在
、
多
く
の
日
本
人
は
、
息
子
は
自
分
よ
り

「
身
長
」
が
高
く
、
孫
は
そ
の
息
子
よ
り
も
背
が

伸
び
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
図
１
⑴
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
身
長
・
体
重
（
平
均
値
）

の
年
齢
別
年
次
推
移
で
あ
り
、
図
２
⑵
は
平
成

二
十
二
年
ま
で
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り

日
本
人
は
明
治
の
文
明
開
化
以
来
、
今
日
ま
で
身

長
・
体
重
が
伸
び
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
た

ち
の
今
の
実
感
を
こ
れ
ら
の
統
計
表
は
裏
付
け

て
い
る
。

＊
中
断
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ

と
こ
ろ
が
、
明
治
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
こ
れ

ら
の
ど
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
、
奇
異
な
こ
と
に
気

づ
く
。
そ
れ
は
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
か
ら

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
の
期
間
は
、
こ
の

折
れ
線
グ
ラ
フ
が
中
断
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
調
べ
る
と
、
一
九
四
一
年
か
ら
学
童

の
「
体
格
」
は
国
防
上
の
秘
密
事
項
と
な
り
、
各

県
、
政
府
は
公
表
し
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
で
も

そ
れ
が
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
敗
戦
後

の
二
年
間
は
そ
の
よ
う
な
統
計
数
字
は
把
握
す

る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め

に
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
こ
の
年
代
七
年
間
ほ
ど
が

中
断
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
奇
異
な
こ
と
に
気
づ
く
。
そ

れ
は
、
こ
の
中
断
し
た
折
れ

線
グ
ラ
フ
か
ら
全
体
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
身
長
体
重
は

明
治
以
来
一
貫
し
て
年
々
伸

び
て
い
て
上
向
き
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）

の
そ
れ
は
、
七
年
前
の
昭
和
十
四
年
の
そ
れ
よ
り

下
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
こ
の

期
間
に
は
身
長
・
体
重
が
伸
び
な
い
ど
こ
ろ
か
、

短
縮
し
た
の
か
？
で
あ
る
。

＊�

こ
の
不
明
部
分
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

と
こ
ろ
が
こ
の
不
明
な
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
、
こ

の
部
分
を
推
定
で
き
る
資
料
が
仙
台
市
で
見
つ

か
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
図
３
⑶
で
あ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
驚
く
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
九
四
一
年

（
昭
和
十
六
）
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
は
仙
台
市

の
学
童
（
六
年
生
）
の
身
長
体
重
は
、な
ん
と
徐
々

に
「
低
下
」
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
五

年
で
は
六
年
生
男
子
の
平
均
身
長
が

百
三
十
七
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
そ
の
六
年
後

の
昭
和
二
十
一
年
で
は
百
三
十
二
・
五
セ
ン
チ
と

な
っ
て
い
る
。
約
四
・
七
セ
ン
チ
も
身
長
が
低
く

な
り
、
体
重
も
二
・
五
キ
ロ
も
減
少
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
明
治
の
近
代
化
で
始
ま
っ
た
日
本
人
の

体
格
の
年
々
の
向
上
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る

が
、
こ
の
期
間
約
七
年
間
〜
十
五
年
戦
争
の
末
期

の
期
間
だ
け
ス
ト
ッ
プ
、
い
や
逆
に
体
位
が
低
下

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

＊
こ
の
逆
行
の
原
因
は
な
に
か
？

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
当
時
の
食
料
事
情
で

あ
ろ
う
。

「
あ
る
日
、
部
屋
に
も
ど
る
と
一
人
の
子
が
掌

に
何
か
を
の
せ
て
な
め
て
い
た
。
班
長
が
帰
っ
て

き
て
そ
の
子
が
何
を
食
べ
て
い
た
か
を
尋
ね
た

が
返
事
が
な
い
。
先
生
に
報
告
す
る
と
言
う
と
掌

を
広
げ
て
見
せ
た
。
ご
ま
塩
じ
ゃ
な
い
か
。
ゴ
マ

塩
は
学
童
疎
開
で
持
参
し
て
よ
い
唯
一
の
食
料

品
で
あ
っ
た
。…
」こ
れ
は
学
童
疎
開
を
経
験
し

た
あ
る
主
婦
の
手
記
の
一
節
⑷
で
あ
る
。
当
時
の

貧
困
な
日
本
人
の
「
耐
乏
生
活
」
が
窺
わ
れ
る
。

無
謀
な
「
戦
争
」
の
た
め
、
逼
迫
し
た
国
民
生

活
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
食
料
配
給
制
度
が
始

ま
っ
た
の
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
四
月
か

ら
で
あ
る
。
普
通
成
人
一
人
一
日
、
米
二
合
三
勺

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
は
や
く
も
こ
の
年
の
七

月
に
は
芋
、
麦
な
ど
の
代
用
食
も
含
め
た
「
総
合

配
給
制
」
と
な
り
、
一
九
四
五
年
に
は
遂
に
二
合

一
勺
と
減
量
さ
れ
、
そ
れ
も
や
が
て
「
遅
配
」
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
広
範
な
青
少
年
の
成
育
に
影
響
が

筆
者
は
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
か
ら
一
九
四

八
年
（
昭
和
二
十
三
）
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
の
平

均
身
長
と
体
重
が
各
年
齢
の
そ
れ
ま
で
の
ピ
ー

ク
時
よ
り
低
下
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
四
三
年
か

ら
当
時
六
～
八
歳
児
の
身
長
に
影
響
（
前
年
よ
り

低
下
）
が
出
は
じ
め
、
翌
年
一
九
四
四
年
～
一
九

四
六
年
に
は
六
～
十
八
歳
ま
で
の
広
範
な
青
少

年
の
成
育
に
影
響
（
前
年
よ
り
低
下
）
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
⑸
。

当
時
医
学
界
で
は
、
戦
地
で
の
「
戦
時
栄
養
失

調
症
」、工
場
で
の
「
戦
争
浮
腫
」
が
話
題
に
な
り
、

学
会
報
告
も
あ
る
が
、「
昭
和
一
桁
代
生
ま
れ
」

の
子
ど
も
た
ち
に
は
眼
が
向
い
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

食
糧
問
題
は
、
日
常
的
に
は
一
見
気
付
か
な
い

が
、
い
つ
の
時
代
に
も
、
ま
た
ど
の
民
族
、
国
民

に
と
っ
て
も
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
保
健
問
題
で
あ

り
、
す
ぐ
れ
て
「
政
治
問
題
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

［
引
用
文
献
］

⑴
文
部
省
「
学
校
保
健
統
計
調
査
報
告
書
」
昭
和

38
年
度
版
、
12
頁

⑵
文
部
科
学
省
「
学
校
保
健
統
計
調
査
報
告
書
」

平
成
22
年
度
版
、
７
頁

⑶
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
編
「
栄
養
改
善
と
そ
の
運

動
」、
第
一
出
版

⑷
暮
ら
し
の
手
帳
編
集
部
編
「
戦
争
中
の
暮
ら
し

の
記
録
」、
１
１
２
頁
、
暮
ら
し
の
手
帳
社

⑸
莇
昭
三
著
「
戦
争
と
医
療
」、
64
頁
、
か
も
が

わ
出
版

「
十
五
年
戦
争
」と
公
衆
衛
生（
そ
の
１
）

「
十
五
年
戦
争
」と
公
衆
衛
生（
そ
の
１
）
莇

　昭
三（
金
沢
市・内
科
）

「
十
五
年
戦
争
」と

　

 
子
ど
も
た
ち
の
身
長
、体
重

図1　身長体重の年次別比較

図2　身長の平均値の推移

（注）5歳については、昭和27年度及び昭和28年度は、調査していない。

図3　仙台市学童発育最近の動向並びに学校給食の効果
　　　（昭和30年末、東北大学近藤教授による）

仙台市は10月末の測定であり、全国平均は4月の測定であるから、仙台市と全国平均との差は、
これより半年程せばまることになる。
　　　　　　　　　　　　　　　『栄養改善とその運動』（厚生省公衆衛生局編・第一出版）
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訪
問
診
察
に
行
っ
て
い
る
方

は
、
入
院
さ
れ
る
頻
度
は
高
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
入
院
し
た
と

き
に
診
療
情
報
提
供
書
に
加

え
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
認

知
症
の
有
無
や
程
度
・
住
居
の

様
子
な
ど
を
記
し
た
ア
セ
ス
メ

ン
ト
表
と
、
訪
問
時
に
撮
影
し

た
顔
と
全
身
の
写
真
、
そ
し
て

住
ん
で
い
る
部
屋
の
様
子
な
ど

を
写
し
た
写
真
を
添
え
て
病
院

に
送
っ
て
い
ま
す
（
第
十
四

話
）。当

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
二
〇
一
〇

年
度
の
一
年
間
に
入
院
さ
れ
た

方
は
、
延
べ
で
百
人
で
し
た
。

月
平
均
は
八
・
三
人
と
な
り
ま

す
。
こ
の
新
た
に
入
院
し
た
人

や
、
前
月
よ
り
継
続
し
て
入
院

中
の
人
を
合
わ
せ
て
、
一
日
断

面
で
見
る
と
、
お
お
よ
そ
二
十

人
弱
の
方
が
常
時
入
院
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
方
た

ち
が
入
院
し
て
い
る
病
棟
に
回

診
に
行
っ
て
い
る
お
話
で
す
。

毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
、
往

診
医
（
私
）
と
、
い
つ
も
往
診

に
同
行
す
る
看
護
師
、
居
宅
療

養
管
理
指
導
を
お
願
い
し
て
い

る
薬
局
の
薬
剤
師
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
そ
し
て
病
院
の
看
護

師
で
病
棟
を
回
り
ま
す
。
病
棟

で
は
、「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
、

在
宅
回
診
で
す
」
と
、
声
を
か

け
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
入
り
ま

す
。
電
子
カ
ル
テ
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
病
棟
に
入
院
中

の
在
宅
患
者
さ
ん
の
医
療
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

在
宅
回
診
を
始
め
た
目
的

は
、
①
入
院
治
療
に
関
す
る
在

宅
医
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
す

る
こ
と
②
「
こ
れ
な
ら
後
は
在

宅
で
見
れ
ま
す
の
で
退
院
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す
よ
」
と
い
う
よ
う
に

退
院
の
見
極
め
を
す
る
こ
と
③

「
退
院
し
た
ら
、
ま
た
訪
問
し

ま
す
よ
」
と
話
す
こ
と
で
少
し

で
も
患
者
さ
ん
の
闘
病
意
欲
が

高
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な

ど
で
す
。

入
院
治
療
に
関
す
る
コ
メ
ン

ト
は
、
当
初
は
、
回
診
の
後
に

文
書
に
し
て
送
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
力
量
不
足
で
急
性
期
治

療
に
ま
で
踏
み
入
っ
て
の
コ
メ

ン
ト
が
で
き
ず
、
す
ぐ
に
中
止

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
急
性
期

の
治
療
は
、
病
棟
医
に
お
任
せ

で
す
。
退
院
の
見
極
め
は
、
自

宅
で
家
族
か
ら
の
介
護
を
受
け

て
い
る
方
の
判
断
は
、
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
（
家
族
の
意
向

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
は
把
握
で

き
な
い
の
で
）
が
、
居
住
系
施

設
で
は
、
介
護
の
様
子
が
分

か
っ
て
い
る
の
で
、
あ
と
は
任

せ
て
く
れ
と
い
う
感
じ
に
な
り

ま
す
。
ケ
ア
の
質
が
分
か
っ
て

い
る
場
所
へ
の
退
院
の
判
断

は
、
比
較
的
容
易
で
す
。
あ
ま

り
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
方
で

も
、
こ
の
ま
ま
入
院
し
て
い
て

も
同
じ
こ
と
な
の
で
、
居
住
系

施
設
に
返
し
て
く
だ
さ
い
と
病

院
の
看
護
師
に
伝
え
、
退
院
し

て
も
ら
い
ま
す
。
居
住
系
施
設

に
戻
る
と
、
案
外
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
人
が
多
い
も
の
で

す
。
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
病
院
に

い
て
も
同
じ
こ
と
な
の
で
、
よ

し
と
し
ま
す
。
一
番
実
が
上

が
っ
て
い
る
の
は
、「
退
院
し

た
ら
、
ま
た
、
訪
問
し
ま
す
よ
」

と
い
っ
た
お
見
舞
い
的
な
面
で

す
。「
そ
れ
で
い
い
の
だ
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。

病
院
に
入
院
し
た
方
で
、
肺

炎
や
尿
路
感
染
症
を
繰
り
返

し
、
だ
ん
だ
ん
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン

し
、
回
診
し
名
前
を
呼
ん
で
も

当
方
の
こ
と
が
認
識
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。徹
底
し
て
キ
ュ
ア
を
し
て
、

最
後
は
文
字
通
り
、
矢
尽
き
刀

折
れ
と
い
っ
た
感
じ
で
亡
く
な

る
方
も
多
い
で
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
、
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ

ウ
ム
・
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル
、
Ｅ
Ｓ

Ｂ
Ｌ
な
ど
に
感
染
し
て
回
診
も

ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。障

害
の
あ
る
高
齢
者
へ
の
入

院
医
療
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、

ケ
ア
面
で
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
短

期
集
中
的
に
か
け
な
い
と
、
廃

用
や
生
き
る
意
欲
の
低
下
な
ど

の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
危

険
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
と
い
う

こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

入
院
の
場
合
は
連
携
と
い
う
よ

り
共
働
・
協
働
が
必
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。

Ａ
整
形
外
科
医
と
Ｂ
歯
科

医
は
、
ま
だ
開
業
歴
数
年
の

若
手
で
、
バ
リ
バ
リ
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
Ｃ
内
科
医
は

開
業
歴
約
二
十
年
の
ベ
テ
ラ

ン
で
、
過
去
に
審
査
委
員
な

ど
公
職
を
歴
任
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
ま
じ
め
で
、

石
部
金
吉
と
か
金
吉
先
生
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。三
人
は
、

ゴ
ル
フ
友
達
で
、
今
日
も
プ

レ
ー
の
合
間
の
休
憩
中
、
以

下
の
よ
う
な
議
論
に
な
り
ま

し
た
。

【
Ａ
】
最
近
、
高
齢
者
の
骨

粗
鬆
症
が
と
て
も
多
く
、
ほ

と
ん
ど
ビ
ス
フ
ォ
ス
ホ
ネ
ー

ト
製
剤
（
Ｂ
Ｐ
剤
）
を
出
し

て
い
る
。
骨
粗
鬆
症
は
、
最

近
整
形
外
科
の
間
で
言
わ
れ

て
い
る
、
運
動
器
不
安
定
症

（
ロ
コ
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、
ロ
コ
モ
）
の
主
原

因
と
指
摘
さ
れ
、
ま
す
ま
す

治
療
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。
ほ
か
に
も
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
モ
デ
ュ
レ
ー
タ
と
か
Ｐ
Ｔ

Ｈ
製
剤
も
使
わ
れ
始
め
て
い

る
が
、
Ｂ
Ｐ
剤
の
有
用
性
は

変
わ
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
製

剤
の
服
用
者
に
顎
骨
壊
死
と

か
、
非
定
型
大
腿
骨
骨
折
が

報
告
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
添
付

文
書
の
改
訂
も
行
わ
れ
た
。

米
国
で
は
、
全
服
用
者
の

四
％
に
顎
骨
壊
死
が
出
る
と

の
報
告
も
あ
る
。
顎
骨
壊
死

も
、
早
期
発
見
が
大
切
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
僕
の

と
こ
ろ
の
患
者
の
Ｂ
Ｐ
剤
服

用
者
を
対
象
に
、
定
期
的
に

歯
科
検
診
を
し
よ
う
と
思

う
。
ど
ん
ど
ん
君
の
と
こ
ろ

に
患
者
を
送
る
か
ら
頼
ん
で

い
い
か
い
？

【
Ｂ
】
検
診
は
も
ち
ろ
ん
結

構
で
す
。ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

顎
骨
壊
死
に
な
る
と
悲
惨

で
、
良
い
治
療
法
が
あ
り
ま

せ
ん
。

【
Ｃ
】
お
い
お
い
、
ち
ょ
っ

と
待
て
。
Ａ
先
生
が
検
診
と

し
て
歯
科
の
Ｂ
先
生
に
紹
介

す
る
の
な
ら
、
そ
の
歯
科
検

診
は
自
由
診
療
と
い
う
こ
と

に
な
る
ぞ
。

【
Ａ
】＆【
Ｂ
】え
ぇ
っ
ー
・・・
。

【
Ａ
】
Ｃ
先
生
。
そ
れ
は
お

か
し
い
。
じ
ゃ
、
例
え
ば
内

科
医
が
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

を
視
力
障
害
が
無
い
の
に
、

眼
科
に
送
っ
て
眼
底
を
診
て

も
ら
っ
て
い
る
。「
異
常
な

し
」
の
報
告
で
も
、
ち
ゃ
ん

と
保
険
診
療
で
や
っ
て
い
る

よ
。

【
Ｂ
】
ま
あ
、
歯
科
検
診
を

し
て
、
ま
っ
た
く
異
常
が
認

め
ら
れ
ず
に
無
病
な
ら
、
保

険
診
療
は
認
め
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
で
も
こ
の
よ
う
な

高
齢
者
は
ほ
と
ん
ど
、
歯
周

病
、
う
歯
を
も
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
例
え
ば
歯
周
病
に

つ
い
て
の
一
連
の
診
療
行
為

は
、
Ｂ
Ｐ
剤
検
診
と
し
て
も

問
題
な
い
。
歯
科
へ
の
紹
介

状
に
、「
歯
周
病
に
つ
い
て

ご
高
診
く
だ
さ
い
。
な
お
当

患
者
は
Ｂ
Ｐ
剤
（
○
○
）
を

投
与
中
で
す
」
と
で
も
一
筆

書
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ほ

ぼ
満
足
す
べ
き
Ｂ
Ｐ
剤
に
つ

い
て
の
歯
科
検
診
が
で
き
ま

す
よ
。

【
Ａ
】
ま
あ
、
金
吉
セ
ン
セ
、

い
や
も
と
い
Ｃ
先
生
。
頭
を

柔
軟
に
。
建
前
上
、「
保
険

病
名
」
は
悪
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
だ
が
、
現
実
に
は

こ
の
例
の
よ
う
な
疾
病
や
副

作
用
の
早
期
発
見
に
は
、
う

ま
く
「
病
名
」
で
対
応
す
る
。

皆
や
っ
て
い
る
こ
と
じ
ゃ
な

い
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
Ｃ
】（
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
）

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か

ら
、
世
間
か
ら
医
者
は
不
正

請
求
し
て
い
る
と
叩
か
れ
る

ん
だ
。
歯
科
で
検
診
と
し
て

や
る
な
ら
、
カ
ル
テ
を
二
枚

作
っ
て
検
診
の
部
分
は
初
診

料
を
含
め
て
自
由
診
療
、
も

し
歯
周
病
が
あ
る
な
ら
、
そ

の
部
分
の
治
療
部
分
の
み
保

険
診
療
だ
ぞ
。分
か
っ
た
か
！

【
Ｂ
】
Ｃ
先
生
、
あ
ま
り
お

怒
り
に
な
る
と
血
圧
上
が
り

ま
す
よ
。
頭
は
熱
く
な
っ
て

も
体
は
冷
え
て
き
ま
し
た
。

さ
あ
、
後
半
の
プ
レ
ー
を
再

開
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
話
は
、
全
く
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド・そ
の
51

大
川

　義
弘（
金
沢
市・内
科
）

在宅
医療
在宅
医療

73

リレー・エッセーリレー・エッセー

入
院
し
た
在
宅
患
者
さ
ん
の

病
棟
回
診
？
　お
見
舞
い
？

『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

FAX  ０７６（２３１）５１５６
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失
した場合や追加が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場
合に会員医療機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川
保険医新聞』を通してコメントを掲載しています。
会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できな

い返戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。

改訂第８版

ひと目でわかる社会資源マップ

充実した医療・福祉制度解説

県下市町の福祉制度一覧

施設一覧改
訂
第
８
版

『
福
祉
マ
ッ
プ
』を
発
行

※

十
二
月
二
十
六
日
発
行・Ａ
四
判・三
百
六
十
六
頁・一
冊
千
五
百
円・石
川
県
保
険
医
協
会

会
員
に
は
、一
冊
無
料
で
お
送
り
し
ま
し
た
。（
追
加
は一
冊
千
五
百
円
で
す
）

改
訂
第
八
版

（その57）

ＢＰ剤服用者の
歯科検査の

保険請求ものがたり
喜多　徹（野々市市・内科）

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●
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2012年

謹賀新年
本年もどうぞ
　　よろしくお願い致します

協賛会社一同

MEDICA
CONSULTING

－ 医療・福祉・介護コンサルティング －

株式会社メディカ・コンサルティング
〒920－0003　石川県金沢市疋田1丁目33番地
TEL（076）252－0162（代）　FAX（076）251－5423

金　沢　本　部　〒920－0003　石川県金沢市疋田1丁目33番地

能登事務所　〒926－0855　石川県七尾市小丸山台2丁目118番地

 

石川県保険医協会本紙を作成するにあたり、その製作費の一部を掲載各社よりご協賛いただきました。ありがとうございました。

本　社／〒９２０-８５３９  金沢市問屋町２-４６
TEL ０７６-２３７-５５５５㈹  FAX ０７６-２３７-６５８４
支店／富山 ・ 福井　
営業所／七尾 ・ 高岡 ・ 敦賀
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。

金沢支社
〒920-0853 石川県金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢7F  ☎076-263-3256

〒920‐0061　金沢市問屋町1‐72
TEL（076）239‐1223  FAX（076）239‐1224

代表取締役社長　山上   公介

石川米油株式会社
ESSO

石川県保険医協会（グループ保険・保険年金）共済制度引受会社
富国生命保険相互会社　金沢支社　〒920-0853 金沢市本町 2-11-7　TEL：076-263-8851

こころのこもったサービスを提供します

金沢支社
〒920-0919　石川県金沢市南町4-47
TEL 076-221-1410

明日の医療をご提案する 医療、福祉の総合商社

セントラルメディカル株式会社
本社　金沢市西念3丁目1番5号　〒920‐0024
TEL 076‐262‐1111㈹ FAX 076‐223‐7255
営　業　所　 大  阪　 富  山　 福  井
ホームページ  http://www.centralmedical.co.jp

株式
会社 メディコムソリューション

金沢営業所　TEL 076-234-1411 FAX 076-233-7633
〒920-0022 金沢市北安江1-3-24　金沢フロントビル7F
福井営業所　TEL 0776-29-7311 FAX 0776-28-5526
〒910-0023　福井市順化1-24-43　ストークビル6F

電子カルテ・電子薬歴のことなら実績No.1の
メディコムソリューションへ

http://www.medicom-solution.co.jp/
MEDICOM SOLUTION

明日の医療をみつめる。

株式会社　半　田
□本　社
　〒920‐0025 金沢市駅西本町2丁目11番29号
　☎（076）222‐5111㈹　FAX（076）264‐2334
□七尾営業所
　〒926‐0816 七尾市藤橋町巳部49番1
　☎（0767）53‐8355㈹　FAX（0767）53‐8330

□富山営業所
　〒930‐0173 富山市野口391番地
　☎（076）471‐6511㈹　FAX（076）471‐6522
□福井営業所
　〒910‐0833 福井市新保3丁目2202番地
　☎（0776）57‐7181㈹　FAX（0776）57‐7182

医療機器販売

金沢市諸江町下丁372番地

福井医療株式会社
金沢支店

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025
本　社／福井市問屋町4丁目901

 金沢市松島1丁目40番地
TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー

電子カルテやORCA導入をご検討ならシィ・エム・エスへ

診療所の、ちょっと頼れるITパートナー

株式会社 シィ・エム・エス
北陸出張所 TEL 076-249-2501/FAX 076-249-2502
 〒921-8065 石川県金沢市上荒屋5丁目233番地2

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階
TEL（076）222‐5373
FAX（076）231‐5156

保険医協会の共済制度を取り扱っています。
代表取締役　西　田　直　巳

㈲ヒポクラテス
株式会社 三谷サービスエンジン
〒921－8801  石川県野々市市御経塚3丁目47番地

TEL：076－214－3311（代表）
FAX：076－214－3312　　　　

JX 日鉱日石エネルギー（ENEOS）特約店

代表取締役  古　村　哲　治

最前線の医療現場と高度なテクノロジーを結び続けて40年

医療機器販売・開業コンサルタント

〒920-0015 金沢市諸江町上丁574番地  TEL（076）221-3141㈹ FAX（076）262-5142
http://www.k4.dion.ne.jp/̃komura
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私
は
節
電
意
識
に
乏
し
く
、

エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
気

の
消
し
忘
れ
な
ど
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
あ
り
、
家
人
か
ら
よ
く

叱
ら
れ
た
も
の
で
す
。
原
発
事

故
で
よ
う
や
く
節
電
の
大
切
さ

に
目
覚
め
、
同
時
に
、
遅
ま
き

な
が
ら
で
す
が
、
原
発
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
と
疑
問
が
わ
い

て
き
ま
し
た
。

原
発
は
、
人
に
は
制
御
で
き

な
い
、
と
て
も
危
険
な
物
体

だ
っ
た
の
で
す
ね
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
や
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の

事
故
は
知
っ
て
い
た
は
ず
な
の

に
、〝
原
子
力
の
平
和
利
用
〟

と
い
う
言
葉
の
裏
を
読
み
解
く

こ
と
も
で
き
ず
、
反
原
発
運
動

に
も
耳
を
傾
け
て
来
な
か
っ
た

の
は
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で

す
。事

故
が
起
き
れ
ば
、
真
っ
先

に
子
ど
も
た
ち
の
命
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
、
甲
状
腺
が
ん
な
ど

の
病
気
が
増
え
る
の
で
す
よ

ね
。
そ
の
手
術
痕
を
な
ん
と

〝
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
首
飾
り
〟

と
呼
ぶ
ら
し
い
で
す
。
酷
な
命

名
で
す
ね
。
今
回
、
こ
れ
を
予

防
す
る
ヨ
ー
ド
剤
さ
え
迅
速
に

配
布
さ
れ
な
か
っ
た
・
・
・
。

こ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
発
を
推
進
し
て
き
た

人
々
の
対
応
と
言
動
に
、
不
信

感
が
大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
。

平
常
運
転
で
も
、
原
発
で
働

く
人
々
は
放
射
能
に
被
曝
し
、

健
康
を
損
な
い
、
命
を
縮
め
て

い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
点
の
認

識
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
人
間
の
命
と
引
き
換
え

に
電
気
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は

生
命
倫
理
に
反
す
る
こ
と
か
な

と
思
い
ま
す
。

「
原
発
が
な
け
れ
ば
日
本
経

済
が
持
た
な
い
」
と
、
新
聞
に

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
経
済
が

疲
弊
す
れ
ば
確
か
に
困
り
ま
す

よ
ね
。
し
か
し
、
今
回
の
事
故

で
原
発
は
コ
ス
ト
に
見
合
う
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
度
大
事
故
が
起
き
れ

ば
、
そ
の
大・

・切
な
日
本
経
済
も

同
時
に
壊
滅
す
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

資
源
の
乏
し
い
日
本
に
は
、

原
発
は
不
可
欠
だ
と
い
う
意
見

も
聞
き
ま
し
た
。
確
か
に
、
核

燃
料
の
再
利
用
が
で
き
れ
ば
、

石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
頼
ら
な
く
て
も
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
再
利
用

に
不
可
欠
な
高
速
増
殖
炉
も
ん

じ
ゅ
は
失
敗
続
き
で
、
こ
の
夢

の
よ
う
な
話
は
完
全
に
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

そ
れ
に
、
た
と
え
電
気
が
不

足
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
は

足
り
な
い
電
気
で
や
り
く
り
す

れ
ば
よ
い
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。
昨
年
の
当
院
で
の
節
電
経

験
か
ら
、〝
節
電
力
〟
と
い
う

大
き
な
電
力
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
多
少
不
便
で
も

経
済
が
低
迷
し
て
も
、
み
ん
な

が
健
康
で
、
安
全
な
国
土
が
あ

れ
ば
、
未
来
は
明
る
い
と
信
ず

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

原
発
は
、
核
抑
止
力
の
た
め

必
要
だ
と
い
う
政
治
家
の
意
見

も
聞
き
ま
し
た
。
あ
っ
、
そ
ん

な
考
え
も
あ
る
の
か
と
驚
き
ま

し
た
が
、
本
当
な
の
で
し
ょ
う

か
。
今
回
の
事
故
で
電
源
を
す

べ
て
止
め
る
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
と
い
う
そ
う
で
す
）だ
け
で
、

原
子
炉
を
爆
発
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と

は
、敵
国（
あ
る
と
し
た
ら
）は
、

核
兵
器
を
持
た
な
く
て
も
、
核

攻
撃
を
で
き
る
と
い
う
こ
と
？

　

原
発
は
、
そ
の
お
膳
立
て
を

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
安
全
に
廃
棄
す
る

方
法
は
、な
い
ら
し
い
で
す
ね
。

こ
の
死
の
灰
は
、
負
の
遺
産
と

し
て
未
来
に
受
け
継
が
な
け
れ

ば
い
け
な
い
そ
う
で
す
。
十
万

年
も
。
子
ど
も
た
ち
に
「
あ
と

は
よ
ろ
し
く
」
な
ど
と
言
え
る

で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
医
師
は
、
国
民
の
命

を
守
る
こ
と
が
仕
事
だ
と
し
た

ら
、
原
発
の
即
時
全
面
停
止
を

求
め
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
か
な

と
思
え
て
き
ま
し
た
。

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医

師
の
会
（
医
師
の
会
）
は
、
漫

画『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』（
全
十
巻
）

を
金
沢
市
内
の
小
中
学
校
十
二

校
に
寄
贈
し
、
十
二
月
五
日
、

金
沢
市
教
育
委
員
会
か
ら
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

医
師
の
会
は
昨
年
六
月
か

ら
、『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
県

内
の
小
中
学
校
に
寄
贈
す
る
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
被

爆
者
が
高
齢
化
し
、
被
爆
の
実

相
を
知
る
こ
と
が
難
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
中
、
実
際
の
被
爆
体

験
を
も
と
に
描
か
れ
た
『
は
だ

し
の
ゲ
ン
』
は
、
核
廃
絶
運
動

を
若
い
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
バ
ト

ン
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
争
は
い
や
だ
」「
核
兵
器
は

い
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
の
原

点
が
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
で
あ

る
若
者
も
少
な
く
な
い
は
ず
で

す
。医

師
の
会
か
ら
の
申
入
れ
に

よ
り
、
昨
年
九
月
、
金
沢
市
教

育
委
員
会
が
市
内
小
中
学
校
を

対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

小
学
校
五
十
九
校
・
中
学
校
二

十
四
校
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
四

十
七
校
・
十
四
校
か
ら
寄
贈
希

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
英
語

版
「B

A
R
E
F
O
O
T
 G
E
N

」

は
中
学
校
十
八
校
が
寄
贈
を
希

望
）。
授
与
式
後
に
行
わ
れ
た

懇
談
で
浅
香
久
美
子
教
育
長

は
、「『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
が
生

徒
た
ち
に
こ
れ
ほ
ど
読
み
こ
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
正
直
驚
い
て

い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
も
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
結
果
に
、
嬉
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生

に
話
を
聞
く
と
、
図
書
室
で
は

常
に
貸
出
中
、
し
か
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
る
ま
で
読
み
込
ま
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。一
九
七
三
年
、

『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
で
連

載
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
三
十
八

年
が
た
ち
ま
す
が
、
今
な
お
、

子
ど
も
た
ち
に
読
み
継
が
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
寄
贈
運
動
が
地
元
紙

に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
寄
贈

を
希
望
し
な
い
と
回
答
し
た
学

校
か
ら
「
や
っ
ぱ
り
寄
贈
し
て

ほ
し
い
」
と
の
電
話
が
寄
せ
ら

れ
、
ま
た
、
他
団
体
か
ら
は
共

同
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
英
語
版
が
金
沢

市
内
す
べ
て
の
図
書
館
・
中
学

校
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ

し
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ゲ
ン
」

（「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
翻
訳
グ

ル
ー
プ
）
と
協
力
し
て
、
金
沢

市
と
教
育
委
員
会
に
要
望
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
寄
贈
運
動

は
引
き
続
き
他
市
町
で
も
進
め

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
集

ま
っ
た
運
動
募
金
は
十
二
万 

八
千
四
百
八
十
二
円
。
多
く
の

小
中
学
校
に
届
け
る
に
は
、
ま

だ
ま
だ
募
金
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
寄
贈
募
金
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

金
沢
市
内
小
中
学
校
へ
の
寄

贈
に
あ
た
っ
て
は
、
玉
野
道
金

沢
市
議
や
森
井
書
店（
尾
張
町
）

に
、
趣
旨
に
対
す
る
賛
同
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

原
発
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る

北
陸
医
師
の
会

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その7

シリーズ

原
発
の
真
実
を
知
っ
て
び
っ
く
り
！

原
発
の
真
実
を
知
っ
て
び
っ
く
り
！

　吉
田

　均
（
能
美
市
・
小
児
科
）

・
　 ・

原
発
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る�

北
陸
医
師
の
会

⃝
事
　
務
　
局
：�

〒
九
二
三-

一
二
二
五�

石
川
県
能
美
市
松
が
岡
三
︱
六
七�

（
よ
し
だ
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
　
世
話
人

吉
田
均
）�

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
左
記
の
い
ず
れ

か
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

⃝
電
　
　
　
話
：
〇
七
六
一
︱
五
一
︱
六
一
〇
〇

⃝
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
〇
七
六
一
︱
五
一
︱
六
四
〇
六

⃝
メ
　
ー
　
ル
：s-yosi@

po2
.nsknet.or.jp

金
沢
市
内
の
小
中
十
二
校
に「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」寄
贈

金
沢
市
内
の
小
中
十
二
校
に

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
事
務
局

　小
野

　栄
子

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」寄
贈

■募金振込先／郵便振替  00710-5-5823　「核戦争を防止する石川医師の会」
 　※通信欄に「はだしのゲン寄贈募金」と記入してください。
■事　務　局／核戦争を防止する石川医師の会　電話 076-222-5373

「はだしのゲン」寄贈募金のお願い
※子どもたちに核被害の実相を伝え、核のない平和な世界への希望
をつないでいくために、『はだしのゲン』を子どもたちに贈りませ
んか？　寄贈募金にご協力ください。

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
1
は
こ
の
一
手
。
白
２
に
黒
３
、

５
が
好
手
段
で
白
死
で
す
。
黒
３
で
イ

は
白
４
黒
３
白
６
黒
７
白
５
以
下
コ

ウ
。
白
４
で
５
な
ら
黒
イ
で
白
死
で

す
。 囲

解
答

碁4 5
3

2
6
1

7
イ

☗
３
二
角
☖
１
二
玉
☗
２
四
桂

☖
同
歩
☗
1
三
桂
成
☖
同
玉
☗

３
三
飛
成
☖
１
二
玉
☗
２
三
竜

ま
で
9
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
に
☗
２
四
桂

と
捨
て
て
☗
1
三
桂
成
が
決
め

手
と
な
り
ま
す
。
な
お
３
手
目

に
☗
２
三
角
成
は
☖
同
玉
☗
３

三
桂
成
☖
１
二
玉
で
届
き
ま
せ

ん
。 将

棋
解
答

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

[ 答え ] ①右の人の足②右上の雲③右下の建物④龍の玉⑤龍の角

 ⑥龍のあごひげ⑦龍のしっぽ

[

答
え] 

①
右
の
人
の
足 

②
右
上
の
雲

③
右
下
の
建
物 

④
龍
の
玉 

⑤
龍
の
角

⑥
龍
の
あ
ご
ひ
げ 

⑦
龍
の
し
っ
ぽ

７
つ
の
ま
ち
が
い
解
答

（
問
題
は
14
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

３
＋
９
で
、答
え
は「
12
」

（
問
題
14
面
）

学校医の西田直巳先生（左）が高尾台中学校を訪れ、正
吉喜久夫校長（右）に『はだしのゲン』を寄贈。�（12月8日）
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病
め
る
人
に々

体
を
休
め
る
木
陰
を

北
谷

　秀
樹
（
か
ほ
く
市
・
外
科
）

病
め
る
人
に々

体
を
休
め
る
木
陰
を

北
谷

　秀
樹
（
か
ほ
く
市
・
内
科
）

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

病
め
る
人
に々

体
を
休
め
る
木
陰
を

北
谷

　秀
樹
（
か
ほ
く
市
・
外
科
）

新
年
を
寿
ぐ

濱
田

　久
（
か
ほ
く
市
・
歯
科
）

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

病
め
る
人
に々

体
を
休
め
る
木
陰
を

北
谷

　秀
樹
（
か
ほ
く
市
・
外
科
）

ラ
ス
ベ
ガ
ス
そ
の
後

三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　大
感
謝

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
木

を
植
え
た
男
』
を
見
た
。
フ
ラ

ン
ス
出
身
の
画
家
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
パ
ッ
ク
の
作
品
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
高
畑
勲
や

宮
崎
駿
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
と
い
う
。

物
語
は
、
第
一
次
大
戦
前
夜

か
ら
始
ま
る
。
舞
台
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
プ
ロ
バ
ン
ス
地
方
。
荒

れ
果
て
た
山
里
で
あ
る
。
息
子

と
妻
に
先
立
た
れ
た
一
人
の
男

が
、
ド
ン
グ
リ
の
実
を
集
め
て

い
た
。
そ
れ
を
土
に
戻
し
、
芽

を
吹
か
せ
、
苗
木
と
し
て
植
え

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
遅
々

と
し
て
進
ま
ぬ
、
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
作
業
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
男
は
雨
の
日
も
、
風
の
日

も
黙
々
と
荒
れ
地
を
拓
き
、
山

肌
を
這
い
、
苗
木
を
植
え
続
け

た
。
誰
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
。

一
つ
の
戦
は
終
わ
っ
た
が
、

い
つ
し
か
次
の
戦
い
が
始
ま
っ

た
。
敵
な
の
か
味
方
な
の
か
、

戦
士
を
乗
せ
た
車
は
、
こ
の
山

間
の
地
を
通
り
過
ぎ
て
行
っ

た
。
や
が
て
、
最
後
の
大
戦
も

終
わ
り
、
時
は
過
ぎ
た
。
男
は

人
知
れ
ず
逝
っ
た
。・・・
後
に
、

そ
の
土
地
を
訪
れ
た
人
は
、
こ

れ
が
草
木
も
生
え
ぬ
荒
れ
地

だ
っ
た
と
は
想
像
す
ら
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

こ
に
は
緑
た
た
え
る
樫
の
林
が

広
が
り
、
鳥
は
歌
い
、
い
つ
し

か
村
が
で
き
、
人
々
は
集
い
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
あ
ふ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
、
日
本
の
事
情
は
一
変
し

た
。
わ
れ
わ
れ
が
無
邪
気
に
、

か
つ
当
然
の
こ
と
と
甘
受
し
て

い
た
、
科
学
と
呼
ぶ
も
の
、
社

会
の
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
人

の
命
さ
え
も
、
い
か
に
脆
い
も

の
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
。
だ
が
、
一
方
で
、
極
限

の
中
で
見
た
自
己
犠
牲
、
使
命

感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
行
動
は
、

人
の
魂
の
気
高
さ
を
教
え
て
く

れ
た
。
思
い
起
こ
す
度
に
、
目

頭
は
熱
く
な
る
。

医
療
の
話
に
戻
そ
う
。
震
災

の
苦
境
の
中
で
、
医
療
チ
ー
ム

の
存
在
は
、
被
災
者
に
と
っ
て

の
希
望
で
あ
り
、
救
い
で
あ
っ

た
と
い
う
。
翻
り
、
新
年
を
迎

え
、
わ
れ
わ
れ
在
野
の
医
師
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
は
何
で
あ
ろ

う
か
？　

格
別
変
わ
っ
た
こ
と

が
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ

は
、
日
々
の
診
療
の
積
み
重
ね

の
中
で
、
病
め
る
人
々
の
心
と

体
に
休
め
る
木
陰
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。そ
の
た
め
に
、

林
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
あ

の
、
プ
ロ
バ
ン
ス
地
方
の
名
も

な
き
男
が
、
木
を
植
え
続
け
た

よ
う
に
。

諸
先
生
方
に
は
、
新
た
な
年

を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
、
地
域
住
民
の
健
康

の
維
持
増
進
に
邁
進
し
て
お
ら

れ
る
ご
様
子
に
、
敬
愛
の
念
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。

昨
年
十
一
月
に
、
診
療
報
酬

の
事
業
仕
分
け
の
様
子
が
テ
レ

ビ
に
出
て
い
ま
し
た
。一
％
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
増
や
す
理

由
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
結
果

を
聞
い
た
野
田
総
理
は
、
少
し

笑
み
を
浮
か
べ
て
、
答
申
を
全

く
無
碍
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
、
と
述
べ
た
の
で
し
た
。

診
療
報
酬
上
乗
せ
案
は
、
凍

結
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
し
ず
つ
厳
し
さ

を
増
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

地
球
は
、
こ
れ
ま
で
に
極
端

な
冷
温
化
に
よ
り
、二
回
以
上
、

分
厚
い
氷
に
覆
わ
れ
た
全
球
凍

結
、
ア
イ
ス
ボ
ー
ル
の
状
態
に

な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
遠
い

祖
先
は
、
一
度
目
の
凍
結
で
、

酸
素
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
、
全

く
別
の
バ
ク
テ
リ
ア
（
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
）
を
そ
の
体
内
に
取

り
込
む
こ
と
で
、
環
境
の
変
化

に
適
応
し
ま
し
た
。
自
身
の
遺

伝
子
を
守
る
た
め
に
、
核
膜
を

必
要
と
は
し
ま
し
た
が
。
二
度

目
の
凍
結
で
は
、
さ
ら
に
コ

ラ
ー
ゲ
ン
を
生
み
出
し
、
細
胞

を
組
織
化
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
単
細
胞
か
ら
多
細
胞
生
物

へ
と
進
化
し
て
き
た
こ
と
は
、

周
知
の
と
お
り
で
す
。
共
生
と

組
織
化
が
、
環
境
の
変
化
、
時

代
の
要
求
に
対
す
る
繁
栄
の

key w
ord

と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
一
方
で
、
遺
伝
子
を

次
代
に
伝
え
、
よ
り
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
生
存
で
き
る
バ
ク

テ
リ
ア
と
い
う
選
択
も
、
あ
な

が
ち
悪
い
も
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
。
高
度
に
組
織
化
し
た

生
物
は
、
環
境
の
変
化
に
適
応

で
き
な
い
と
絶
滅
の
恐
れ
が
あ

る
の
に
対
し
、
彼
ら
の
強
さ
は

日
ご
ろ
、
抗
生
物
質
を
使
う
私

た
ち
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
形
態
の
う

ち
、
多
細
胞
生
物
を
病
院
、
バ

ク
テ
リ
ア
を
医
院
に
置
き
換
え

て
み
た
と
き
（
少
々
乱
暴
な
話

で
す
み
ま
せ
ん
）、
い
ず
れ
の

選
択
が
高
度
化
す
る
患
者
さ
ん

の
要
求
に
、
社
会
の
求
め
に

適
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
環
境
に
よ
り
異
な
る
こ

と
が
推
察
さ
れ
、
先
生
方
は
、

す
で
に
そ
の
答
え
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
時
代
と
環
境
の
中
で
も
、
今

年
も
患
者
さ
ん
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
診
療
に
い
そ
し
む
こ

と
が
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。変

え
ら
れ
る
も
の
を
変
え
る

勇
気
と
、
変
え
ら
れ
な
い
も
の

を
受
け
入
れ
る
謙
虚
さ
と
、
そ

し
て
そ
れ
ら
を
見
極
め
る
知
恵

を
、
私
た
ち
は
与
え
ら
れ
た
は

ず
？
で
す
か
ら
。
エ
ー
ル
。

昨
年
は
、
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ

き
も
の
は
、
や
は
り
、
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
優
勝
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
純
粋
に
う
れ
し
い

の
で
す
が
、
実
は
私
、
な
で
し

こ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
決
勝
戦

は
、
な
ん
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
観

戦
し
て
い
た
の
で
す
。
と
、
な

る
と
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
不

謹
慎
に
も
こ
れ
を
賭
け
の
対
象

に
し
て
い
た
の
で
す
。

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
カ
ジ
ノ
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ブ
ッ
ク
と
い
う
場
所
が
必
ず

あ
り
、
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
ギ
ャ
ン
ブ

ル
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

賭
け
方
は
、
種
目
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
サ
ッ

カ
ー
の
場
合
は
、
延
長
戦
を
除

い
た
九
十
分
の
結
果
を
予
測
す

る
方
法
が
、
一
般
的
な
よ
う
で

す
。
戦
前
の
下
馬
評
で
は
、
ア

メ
リ
カ
が
有
利
で
し
た
の
で
、

賭
け
率
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
そ
の
時
は
、
私
の
行
っ
て

い
る
カ
ジ
ノ
で
は
ア
メ
リ
カ
の

勝
ち
は
一
・
六
七
倍
、
日
本
の

勝
ち
が
三
・
四
倍
、
引
き
分
け

が
三
・
六
倍
で
し
た
。
つ
ま
り
、

ア
メ
リ
カ
の
勝
ち
に
百
ド
ル
賭

け
て
、
そ
の
予
想
が
当
た
る
と

百
六
十
七
ド
ル
返
金
さ
れ
る
。

つ
ま
り
六
十
七
ド
ル
の
利
益

で
、
日
本
に
賭
け
た
場
合
は

二
百
四
十
ド
ル
の
利
益
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
あ
、
思
案
の
し
ど
こ
ろ
で

す
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
に
賭

け
る
と
い
う
非
国
民
の
よ
う
な

行
為
は
で
き
ま
せ
ん
、
か
と

い
っ
て
、
な
で
し
こ
が
九
十
分

で
勝
ち
き
る
の
も
難
し
い
か
と

考
え
て
、
引
き
分
け
に
賭
け
ま

し
た
。
思
い
切
っ
て
五
百
ド
ル

で
す
。
所
定
の
チ
ケ
ッ
ト
を
受

け
取
っ
て
、
あ
と
は
試
合
後
に

は
、
こ
れ
が
た
だ
の
紙
切
れ
に

な
る
か
千
八
百
ド
ル
に
な
っ
て

戻
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
試
合
開
始
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ッ
ク
の
会
場
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
大
画
面
に
試

合
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
の
感
じ
に

な
り
ま
す
。
キ
ッ
ク
オ
フ
の
時

間
が
、
現
地
時
間
の
正
午
過
ぎ

と
い
う
絶
好
の
時
間
帯
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
多
く

の
人
で
し
た
。
試
合
の
ワ
ン
プ

レ
イ
ご
と
に
歓
声
や
た
め
息
が

起
こ
る
の
で
す
が
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
場

内
は
、
ほ
ぼ

全
員
ア
メ
リ

カ
の
応
援
で

す
。
「
し
、

し
ま
っ
た
。

完
全
な
ア

ウ

ェ

ー

だ
・
・
・
」

そ
ん
な
こ

と
、
も
っ
と

早
く
気
付
か

な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。

ま
あ
、
め
っ

た
な
こ
と
は

な
い
の
で
す

が
、
試
合
が

白
熱
す
る
に

つ
れ
て
場
内

は
、
や
や
殺
気
立
っ
た
雰
囲
気

に
な
り
、
少
し
身
の
危
険
を
感

じ
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
、
前
半

終
了
と
同
時
に
、
自
分
の
部
屋

に
戻
っ
て
テ
レ
ビ
観
戦
に
し
ま

し
た
。

部
屋
に
戻
る
と
テ
レ
ビ
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
適
当
に
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
変
え
る
と
、
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
が
映
し
出
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
時
点
で
ス
コ
ア
は
、

ゼ
ロ
対
ゼ
ロ
で
思
惑
通
り
で

す
。「
こ
の
ま
ま
ス
コ
ア
レ
ス

で
終
わ
っ
て
く
れ
」
と
祈
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
後
半
の
早
々

に
ア
メ
リ
カ
の
モ
ー
ガ
ン
選
手

に
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
ベ
ッ
ド
で
頭

を
抱
え
て
「
う
〜
・
・
・
ご
、

ご
ひ
ゃ
く
ど
る
〜
・
・
・
」
と

つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
半
ば
、
あ

き
ら
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
残
り

十
分
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
、
宮
間
選
手
の
右
足
か
ら
繰

り
出
さ
れ
た
シ
ュ
ー
ト
が
、
相

手
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
に
突
き
刺
さ

り
ま
し
た
。私
は「
ぎ
ゃ
〜
ぐ
ゎ

〜
○
▲
■
※
〜
ぎ
ゃ
ぉ
え
〜
●

△
※
◎
〜
」
と
、
と
て
も
人
類

と
は
思
え
な
い
よ
う
な
雄
叫
び

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

つ
い
に
そ
の
ま
ま
後
半
終
了
を

告
げ
る
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
り
ま

し
た
。
私
は
も
う
一
度
狂
喜
乱

舞
し
「
と
、
と
っ
た
ど
〜
」
と

叫
ん
だ
の
で
す
。

賭
け
の
勝
利
は
確
定
し
た
の

で
、
そ
の
あ
と
は
や
や
余
裕
の

観
戦
で
し
た
が
、
ワ
ン
バ
ッ
ク

選
手
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト

で
再
度
突
き
放
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
延
長
戦
終
了
間
際

に
澤
選
手
の
ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル

で
追
い
つ
き
、
最
後
は
見
事
な

Ｐ
Ｋ
勝
ち
。
私
に
と
っ
て
は
こ

の
上
な
い
素
晴
ら
し
い
一
日
で

（
十
一
面
に
続
く
）
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そ
れ
ゆ
え
に
、
技
工
物
の
信
頼

性
・
安
全
性
を
損
な
う
海
外
委

託
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
現

状
に
は
憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。次

に
、
昭
和
六
十
三
年
の
大

臣
告
示
を
提
示
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
六
十
三
年
の
官

報
に
載
っ
た
厚
生
大
臣
告
示

一
六
五
号
で
す
。
ま
た
、
同
年

十
月
に
は
厚
生
省
保
険
局
長
名

に
て
、
歯
科
医
師
会
会
長
宛
な

ら
び
に
技
工
士
会
会
長
宛
（
保

文
発
六
四
六
号
、
同
六
四
七
号

通
知
）
で
、
前
記
の
厚
生
大
臣

告
示
の
趣
旨
を
踏
ま
え
円
滑
な

実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
通
知
文

書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
四
年
に
は
、
両
会
の
連

名
で
前
記
大
臣
告
示
に
沿
っ
て

委
託
技
工
の
面
に
も
適
切
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
実
施
に
対
す
る

指
導
の
再
確
認
の
文
書
も
出
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
二
十

数
年
に
渡
る
大
臣
告
示
や
関
連

文
書
等
は
も
は
や
忘
れ
去
ら
れ

た
存
在
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
で
は
歯
科
技
工
士
を

取
り
巻
く
環
境
の
改
善
は
果
た

せ
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
は
、
新
た
に
技
工

士
を
目
指
す
世
代
の
た
め
に

も
、
労
働
時
間
、
報
酬
、
職
場

環
境
な
ど
の
改
善
を
図
り
、
誇

り
と
自
信
を
持
っ
て
選
択
し
て

も
ら
え
る
業
界
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
歯
科
界
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、

優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

が
急
務
で
す
。

日
本
歯
科
医
師
会
、
日
本
歯

科
技
工
士
会
に
は
、
改
善
へ
の

病
め
る
人
に々

体
を
休
め
る
木
陰
を

北
谷

　秀
樹
（
か
ほ
く
市
・
外
科
）

歯
科
技
工の
現
状
に

思
う
こ
と

歯
科
技
工
士

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

就
学
時
健
診
の

保
護
者
説
明
会
で

歯
科
指
導

理
事

　小
島

　登
（
内
灘
町
・
歯
科
）

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）
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井上英夫（金沢大学教授）、後藤道夫（都留文科大学教授）
渡辺　治（一橋大学名誉教授）

※本書をご希望の方は、
　ネットで注文してくだ
　さい。

※本書をご希望の方は、
　ネットで注文してくだ
　さい。

し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
興
奮
し
ま

し
た
。
以
前
も
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
賭
け
て
み
た

り
し
て
、
そ
の
ド
キ
ド
キ
感
は

経
験
済
み
で
し
た
が
、
今
回
は

そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
め
っ
た
に
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
経
験
と
素

晴
ら
し
い
勝
利
を
も
た
ら
し
て

く
れ
た
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

チ
ー
ム
に
大
感
謝
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
ま
す
ま
す

ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
癖
に
な
り
そ
う

な
の
で
す
が
、
次
回
は
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
で
頑
張
っ
て

自
力
で
（
？
）
勝
利
を
お
さ
め

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
少
し

ず
つ
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
三
十
数
年
前
に
歯
科
技

工
士
学
校
を
卒
業
し
、
現
在
は

小
さ
な
ラ
ボ
を
経
営
し
て
い
ま

す
。以

前
と
比
べ
、
最
近
の
歯
科

技
工
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
く
、
打
開
へ
の
道
筋
が
全

く
見
え
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
多
く
の
理
由

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
突
き

詰
め
れ
ば
歯
科
技
工
士
と
い
う

職
業
に
魅
力
が
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
非
常
に
長
い
労
働
時
間
や

労
働
に
見
合
っ
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
報
酬
、
劣
悪
な
労
働

環
境
に
よ
る
平
均
寿
命
の
短
さ

（
十
年
以
上
短
い
と
の
統
計
も

あ
り
ま
す
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
実
際
、
卒
業
後
五
年
以

内
に
八
割
以
上
の
人
が
業
界
を

去
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
近
い
将
来
、
人
材
不

足
す
ら
危
惧
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
こ
の
数
年
で
は
技

工
物
の
海
外
委
託
も
わ
れ
わ
れ

に
影
を
落
と
し
始
め
て
い
ま

す
。
現
行
法
で
は
、
法
律
に
抵

触
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
な
の

に
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
厚

労
省
に
は
、
た
だ
た
だ
呆
れ
る

ば
か
り
で
す
。
十
数
年
前
、
国

内
の
大
手
技
工
所
が
無
資
格
者

を
使
っ
て
技
工
物
を
作
製
し
た

時
に
は
摘
発
し
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
の
海
外
委
託
技
工
物
に

関
し
て
は
、
そ
の
意
思
が
全
く

見
え
ま
せ
ん
。
日
本
に
お
け
る

技
工
免
許
の
な
い
外
国
人
が
製

作
し
た
技
工
物
や
、
日
本
で
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
有
害
金
属
が

含
ま
れ
る
技
工
物
が
患
者
さ
ん

に
装
着
さ
れ
、
レ
セ
プ
ト
請
求

さ
れ
て
い
る
状
況
を
放
置
し
て

い
る
の
で
す
。

私
は
、
常
に
良
質
な
歯
科
医

療
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
安

心
し
て
使
用
し
て
も
ら
え
る
質

の
高
い
技
工
物
の
製
作
に
日
々

腐
心
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
誇
り
を
持
っ
て
一
層

努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

尽
力
を
お
願
い
し
、
長
年
こ
の

職
に
就
い
て
き
た
技
工
士
か
ら

の
一
文
と
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

十
月
十
四
日
（
金
）、
鶴
ヶ

丘
小
学
校
就
学
時
健
診
の
保
護

者
説
明
会
に
お
い
て
、
学
校
長

の
話
、
一
年
生
担
任
の
説
明
に

続
い
て
、
今
回
初
め
て
歯
科
指

導
「
噛
む
力
を
育
て
よ
う
」
の

話
を
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
、

平
成
二
十
四
年
度
就
学
予
定
者

の
保
護
者
約
六
十
人
で
し
た
。

レ
ジ
ュ
メ
の
順
に
、
口
腔
内

や
そ
の
周
囲
に
見
ら
れ
る
形
態

異
常
（
Ｖ
字
歯
列
・
ス
ペ
ー
ス

不
足
な
ど
に
よ
る
歯
列
不
正

や
、
小
さ
な
細
い
舌
、
上
口
唇

の
山
形
・
唇
に
締
ま
り
が
な
い
・

口
が
ポ
カ
ー
ン
と
開
い
て
い
る

口
唇
な
ど
）
と
、
口
腔
機
能
の

低
下
（
唾
液
が
少
な
い
、〝
ぶ

く
ぶ
く
〟
や
〝
ご
ろ
ご
ろ
〟
う

が
い
が
で
き
な
い
、
風
船
ガ
ム

が
膨
ら
ま
な
い
、
鼻
呼
吸
が
苦

手
で
口
呼
吸
に
な
る
、
口
笛
・

指
笛
・
手
笛
が
吹
け
な
い
、
舌

打
ち
が
で
き
な
い
、『
パ
ン
ダ

ノ
タ
カ
ラ
モ
ノ
』
の
発
語
が
明

瞭
で
な
い
）、
食
べ
方
の
変
化

（
細
か
く
し
た
も
の
を
好
ん
で

食
べ
る
、
食
事
の
時
に
水
分
を

と
る
こ
と
が
多
い
、
食
事
の
時

に
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
音
が
す
る
、

イ
カ
の
リ
ン
グ
が
食
べ
ら
れ
な

い
）
に
つ
い
て
、
電
子
黒
板
に

映
し
出
さ
れ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
デ
ー
タ
の
写
真
や
模
式
図
を

用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
む
し
歯
を
し
っ
か
り
治
す

こ
と
と
、
踵
を
し
っ
か
り
床
に

つ
け
て
正
し
い
姿
勢
で
食
べ
る

こ
と
、
噛
む
工
夫
（
飲
み
物
と

一
緒
に
流
し
込
ま
ず
に
食
べ

る
、
で
き
る
だ
け
大
き
い
物
を

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
、
い
ろ
ん

な
素
材
を
食
べ
る
）
な
ど
の
注

意
点
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

保
護
者
と
学
校
関
係
者
の
メ

モ
を
取
る
姿
や
納
得
し
た
表
情

が
目
に
入
り
ま
し
た
。
後
日
、

校
長
先
生
か
ら
の
お
礼
の
お
手

紙
と
保
護
者
か
ら
の
感
想
文
が

届
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
集
ま
り
の
機
会
に
、

し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

保
護
者
の
理
解
が
深
ま
り
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
、
口
腔
内
や
そ
の
周
囲
の
正

常
な
形
態
と
働
き
を
獲
得
す
る

よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

就学時健診の保護者説明会で「噛む力を育てよう」をテーマに
歯科指導する小島登理事� （10月14日・鶴ヶ岡小学校）

（
十
面
の
続
き
）

歯
科
診
療
報
酬
点
数
表

第
十
二
部　

歯
科
修
復
及

び
欠
損
補
綴

通
則
五

歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補

綴
料
に
は
、
製
作
技
工
に

要
す
る
費
用
及
び
製
作
管

理
に
要
す
る
費
用
が
含
ま

れ
、
そ
の
割
合
は
、
製
作

技
工
に
要
す
る
費
用
が
お

お
む
ね
一
〇
〇
分
の
七

〇
、
製
作
管
理
に
要
す
る

費
用
が
お
お
む
ね
一
〇
〇

分
の
三
〇
で
あ
る
。
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昨年３月、東大を定年退官したフェミニスト社会学者として有名な上野
千鶴子さんは、石川県とは縁浅からぬ方だ。二水高校を卒業し、京都大学
へ進学。お父上は金沢市で開業しておられた。
今回、東大を辞めるに当たり、社会学者として精力的に取り組んだ、「ケ
ア」についての大書を執筆された。今回はこの「ケアの社会学」を論じ、
その後、彼女と25歳の若き社会学者との介護について軽妙なやりとりを記
録した新書を論じてみたい。

● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ●

1．ケアの社会学　〜当事者主権の福祉社会へ〜
上野は社会学者として、というよりもフェミニズムの旗手として1990年
代初頭まで一世を風靡した。だが、岩波から「資本制と家父長制」を出版
し、社会学者としての地位を確立。東大教授に鮮やかに転身。東大では「ケ
ア」の問題に正面から取り組んだ。本書は20年間の学研生活の集大成とし
て出版された、500ページの大書である。
本書は４部構成で、ケアの定義、ケアの質論、協セクターの役割、ケア
の将来まで、綿密な論文考察、教室挙げてのケアの現場に出向いたフィー
ルドワーク、その結果についての縦糸、横糸を絡ませた綿密な論考などが
なされている。もし誰かが、この書に異議・反論を試みようとも、攻略に
は相当難儀しそうである。社会学には門外漢の一開業医として読み通すの
はけっこう難儀で、眠気との闘いでもあった。よって要約というより、印
象に残った内容の一部の紹介と若干の意見を述べる。

＜内容の一部紹介＞
ケアの定義として、何人かの先達の学者を分析する。例えば、メアリ・
デイリーの「依存的な、成人から子どもまでの身体、身体的・情緒的要求
に対してなされる、規範的・経済的・社会的枠組みの基での行為・関係」
などを紹介し、ケアの本質論、ケアの人権などを解説。そしてケアにおい
ては当事者主権（介護保険なら要介護者など、ケアされる本人の意志）の
尊重を強く主張する。
ケアの根拠論の展開に進み、家族ケアの責任について、民法上、扶養義
務はあるが、ケアの義務はないこと。家族介護は自明でも、自然でもなく、
女の無報酬労働と考えられてきた歴史的事実など、フェミニズムの学者ら
しい解説。また公的介護保険については、当事者が見えないと、ずばり指
摘。同法で定義する「自立」の概念は狭く、当事者主権における「自律」
とは違う。施設入所は利用者の当事者ニーズではなく、家族ニーズである。
理想のケアはいわゆる一対一の個別ケアであると論じる。
本書で上野は、「協セクター」の実績を高く評価し、今後の期待も大きい。
協セクターは、ＮＰＯとかコミュニティーサークルのような、営利を追求

せず、先進的な目的意識で活動する集まり。社会福祉協議会など、行政の
影響下にある既存の組織は含まないとする。
また、家族介護に代わる福祉多元社会論を展開。「福祉国家」と「社会
福祉」の違い、つまり社会が国家以外の多様なアクターを含むとし、今や
福祉国家論は挫折し、今後は官／民／協／私の多元的な四次元モデルが最
適と論ずる。
協セクターの実践例、成功例として、生協組織、特に「クラブ生協」が
切り開いた、「労働者自身も経営に参加するワーカーズコレクティブ」の
活動、退職した看護師たちが立ち上げた障害児と高齢要介護者を混合ケア
している富山市の多機能施設「このゆびとーまれ」などの成功例と、官セ
クターの成功と挫折の失敗例として、秋田県旧鷹巣町の例を対照的に取り
上げ紹介している。
第Ⅳ部、ケアの未来では、今、国家の失敗、市場の失敗、家族の失敗が
明白になり、「公益」を追求する市民活動の場としての「協セクター」に
今後のケアの場での一層の発展活躍を期待すると結論づける。
本書冒頭で上野は、「3．11後に序文を書いているが、この未曾有の大災
害後も協セクターの重要性、助け合い、分かち合いの大切さは変わらない、
不幸なことではあるこの大災害によって、民主主義と市民社会の成熟度が
証明された。このことは将来に対し、希望を持ってよい」と結んでいる。

＜考察＞
もとより、上野千鶴子に反論する学問的なベースなんか自分になく、や
すやすと批判・論破なんてとてもできない。ただ、彼女って改めて現実主
義的な学者であると思った（社会学ってそんなもんだろうが）。
また「当事者主権」の尊重は納得できる主張だが、「協セクター」重視論
については難しいところである。保団連・保険医協会は、福祉国家研究会
の提言、助言をいただき、社会保障の充実による福祉国家の構築を主張し
てきた。これは上野ほか、京極高宣などの、福祉ミックス論、協セクター重
視論とは一線を画している。理想論と現実論のぶつかりあい？ どちらに
分があるのか、そんなこと簡単に自分には言えない。だが上野の「公」と
「協」の綿密・詳細に比較研究したことには、一定の評価はせざるを得ない。
まあ、「公」は金を出すけど、口出すな。後は「協セクター」がうまく
やるというのも現実的な一つの考え方かもしれない。今後も福祉の本質的
課題としてじっくり考えていきたいと思う。とにかく読破するには疲れる
一冊である。

２．上野先生、勝手に死なれちゃ困ります�
　　　　〜僕らの介護不安に答えてください〜

前書を読み、ぐったり疲れた時、読むには適当な１冊。昨年春に、東大
を退官した上野に対し、東大大学院に在籍中で若手実業家でもある古市が、
副題のごとく若者の将来に対する不安を述べ、上野が答えている。とても
読みやすい。が、小生のような団塊の世代にはぐさっと来る内容。印象に
残る文章をいくつか紹介する。
若者は、親が死ぬことを考えるとすごく恐いと言うが、その親である団
塊の世代には、その感覚が分からない。
坂東真利子の言葉に、親は子に魚の釣りかたを教えねばならないのに、
団塊世代は、釣った魚をただ与えてきた。もっともそのころは、釣り堀は
入れ食い状態で就職、仕事に苦労しなかったが。
ケアは、介護保険ができて大転換した。介護保険は問題はあるが、家族
介護から社会的介護への転換を促進した。これがなかったら、中産階級家
庭の大崩壊が、日本中に起こっていただろう。
社会的弱者は、当事者意識を持て。「自分」は、助けを求める権利があ
ることを認識せよ。
親の介護のために、仕事を辞めるのは最悪の選択。施設介護の意志決定
は当事者である親。良い施設を選ぶポイントは「入所者の表情とニオイ」・・・
などなどである。
あとがきの上野の言葉にも、同じ団塊世代として胸に迫るものがある。
こんなジコチューな子どもに誰がした。また上野が引用した、柄谷行人の
言葉、「子育てに、成功はない」もガツンと来る一言である。われわれ自
身の老後の不安は、子どもたち自身の不安、親も子も不安。今は、こんな
に閉塞社会なのかと、つくづく思う。
でも古市の最後の言葉が良い。
「上野さんと世代の違う親友になれたらよい」。
それが、不安だらけの社会を解きほぐす一歩かもしれない。

○テーマ─○テーマ─ 上野千鶴子のケア論
喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
33その読書教室読書教室

【1】ケアの社会学�
　 〜当事者主権の福祉社会へ〜

●著者：上野千鶴子
●出版：�大田出版�

（2011年８月刊）

【2】上野先生、勝手に死なれちゃ困ります�
　  〜僕らの介護不安に答えてください〜

●著者：上野千鶴子、古市憲寿
●出版：光文社新書�
	 （2011年10月刊）
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「徽軫（コトジ）灯籠」は兼六園のシンボルであり、街中の道路標識
にも描かれている。金沢を代表するこの灯籠に季節を入れた風物詩にし
ようと、雪の灯籠の背景に、薄く氷の張る霞ヶ池を入れ、その氷上に    
野鳥を添えて「冬の金沢」を表現した。

高橋　三郎（金沢市・耳鼻咽喉科）
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B A

A B C D E F G H

①
打
│
│
。
弦
│
│
。
管
│
│

②
利
息
と
も
い
う

③
ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
の
愛
称

④
奇
術
・
マ
ジ
ッ
ク
と
も
い
う

⑤
ヒ
グ
ラ
シ
や
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
な

ど
の
種
類
が
い
ま
す

⑥
板
を
曲
線
で
切
れ
ま
す

⑦
頭
で
っ
か
ち
尻
つ
ぼ
み
と
同
じ

意
味
の
「
│
│
蛇
尾
」

⑨
ネ
ズ
ミ
と
ト
ラ
の
ま
ん
中

⑫
冷
た
い
空
気
の
│
│
襲
来

⑬
大
根
や
ミ
カ
ン
を
売
る
店

⑮
「
海
星
」
と
書
い
て
？

⑰
天
竜
川
下
流
の
工
業
都
市
で

う
な
ぎ
パ
イ
や
駅
弁
が
有
名

⑲
ピ
カ
ソ
と
並
ぶ
近
代
画
家

㉑
長
男
と
三
男
の
ま
ん
中

㉒
鶴
（
ツ
ル
）
よ
り
長
寿
？

㉔
謙
信
か
ら
信
玄
へ
の
贈
り
物

㉖
回
し
て
遊
ぶ
コ
マ
の
中
心
棒

【パズルの解き方】
カギをヒントにマス目をうめてください。二重マス
の文字をＡ～Hの順に並べてできる言葉はなに？

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で
5人の方に、図書カード（2,000円分）をプレゼント。

●同封の読者アンケート・クイズ解答用紙（A4）にクイズの答え、住所、電話番号、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および
本紙を読まれた感想などを必ずご記入の上、FAXでお送り下さい（076－231－5156）。

●応募はお一人様一通に限らせていただきます。　●当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

【締め切り】2012年1月31日

新春2012年2012年 クロスワードパズルクロスワードパズル

出題・イラスト●モロズミ勝

①竜の絵を描き最後に目を
入れるという四字熟語。
──を欠くべからず
⑦高い地位に──出世
⑧前人──の記録
⑩──ダルマ。──合戦
⑪鮭やカニなどを売る店
⑭贈り物につける紙
⑮ダイエットしましょう
⑯得意の芸。十八番
⑱赤ナスとも呼ばれる野菜
⑳夜寝るときに着るもの
㉓先生の家に住みこんで
芸を習います
㉕真剣な態度、本気です
㉗2012年夏にロンドンで
開催されます

新年号を
読まれた方なら、
どなたでもご応募
いただけます

石 川 保 険 医 新 聞（13）2012年1月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第477号



【第10回】
キューバ経済の今後の展望

斉藤典才医師の
さい  とう  のり  とし

斉藤　典才（金沢市・外科）

12回シリーズ 原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁

（解答は 9面にあります） （解答は 9面にあります）

持
駒

　角
桂

黒先　7分で1、2級以上
〈ヒント〉 コウではなく、無条件で
 仕留めます。

〈ヒント〉 竜の守りに注意……。
 10分で2級

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

玉 香

桂
飛

竜
歩

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え9面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独3 9 1
2 4 1 □ 8

9 8 7
2 8
8 4 5

1 6
7 3 2
8 □ 6 5 3
4 2 5

キ
ュ
ー
バ
経
済
を
困
難
に
し

て
い
る
最
大
の
理
由
の
一
つ

は
、
二
重
通
貨
制
度
で
す
。

キ
ュ
ー
バ
に
は
二
種
類
の
通
貨

が
あ
り
、
国
民
が
使
用
す
る
の

は
Ｃ
Ｕ
Ｐ
（
国
内
ペ
ソ
）
で
、

外
国
人
が
使
用
す
る
の
は
Ｃ
Ｕ

Ｃ
（
兌
換
ペ
ソ
）
で
す
。
公
式

レ
ー
ト
は
一
Ｃ
Ｕ
Ｃ
＝
一
・
〇

八
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
、
か
つ
一
Ｃ
Ｕ

Ｃ
＝
一
Ｃ
Ｕ
Ｐ
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
一
Ｃ
Ｕ
Ｃ
＝

二
十
五
Ｃ
Ｕ
Ｐ
で
取
引
さ
れ
て

い
ま
す
。
キ
ュ
ー
バ
国
内
で
の

医
師
の
平
均
給
与
は
五
百
七
十

五
Ｃ
Ｕ
Ｐ
な
の
で
す
が
、
タ
ク

シ
ー
運
転
手
や
外
貨
シ
ョ
ッ
プ

店
の
店
員
は
Ｃ
Ｕ
Ｃ
を
簡
単
に

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
今
回
筆
者
は
六
日
間

ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
二
人
相
部

屋
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一

Ｃ
Ｕ
Ｃ
ず
つ
毎
朝
チ
ッ
プ
（
必

ず
払
う
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
）
を
払
い
ま
し
た
。
も
し

同
じ
人
が
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
た
ら
、
六
日
間
で
一

Ｃ
Ｕ
Ｃ
×
二
×
六
×
二
十
五=

三
百
Ｃ
Ｕ
Ｐ
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
し
か
も
多
く
の
部
屋

を
担
当
す
る
と
な
る
と
如
何
ほ

ど
に
な
る
か
。
こ
の
よ
う
な
不

合
理
が
横
行
し
て
い
る
の
で

す
。さ

ら
に
、
一
般
的
な
国
民
の

一
ヵ
月
の
平
均
給
与
＝
三
百
三

十
四
Ｃ
Ｕ
Ｐ
で
は
、
た
と
え
食

料
の
配
給
制
度
（
こ
れ
は
安
い

が
有
料
）
が
あ
る
に
し
て
も
、

生
活
費
の
四
分
の
一
程
度
し
か

カ
バ
ー
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
補
う
方
法
は
、
①
海
外

の
親
戚
か
ら
の
送
金　

②
観
光

業
に
従
事
し
Ｃ
Ｕ
Ｃ
を
得
る　

③
配
給
品
の
横
流
し
の
横
行

（
小
売
流
通
業
の
一
・
一
％
）　

④
窃
盗　

⑤
米
国
へ
の
移
住

（
過
去
五
十
年
間
で
百
万
人
だ

そ
う
で
す
）、
と
矛
盾
が
は
び

こ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、保
健
省
の
ポ
ル
テ
ィ
ー

ジ
ョ
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
社

会
主
義
の
弱
点
な
の
だ
が
、
も

と
も
と
キ
ュ
ー
バ
で
は
二
人
で

済
む
仕
事
に
対
し
て
四
人
と
か

六
人
を
配
置
し
て
き
た
。
そ
の

た
め
、
仕
事
を
し
な
い
で
遊
ん

で
い
る
者
が
多
す
ぎ

る
。
だ
か
ら
、
各
職

場
で
相
談
を
し
て
も

ら
い
、
誰
に
職
場
の

配
置
転
換
に
応
じ
て

も
ら
う
の
か
を
決
め

て
も
ら
う
の
だ
」と
。

キ
ュ
ー
バ
の
経
済

事
情
に
つ
い
て
は
、

新
藤
通
弘
氏
が
「
端
緒
に
着

い
た
キ
ュ
ー
バ
の
構
造
改
革
」

（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
』

二
〇
〇
八
年
第
四
十
八
巻
第
一

号
一
頁~

二
十
七
頁
）
に
て

詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
著
者
が
示

さ
れ
て
い
た
キ
ュ
ー
バ
国
民
の

実
質
賃
金
の
推
移
は
下
記
の
表

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
表
を
見
て
も
、
キ
ュ
ー

バ
の
経
済
構
造
の
変
革
が
急
が

れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
分
か
り

ま
す
。
ソ
連
と
東
欧
の
崩
壊
に

よ
る
影
響
は
大
き
い
の
で
す

が
、
国
際
的
食
料
価
格
の
高
騰

も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す

（
食
料
自
給
率
は
三
〇
～

四
〇
％
）。

ま
た
キ
ュ
ー
バ
で
は
住
宅
を

購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
禁

止
条
項
の
一
つ
）、希
望
者
同
士

の
交
換
に
よ
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
う
し
た
側
面
も
国
民
の

不
満
や
経
済
発
展
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。キ
ュ
ー

バ
政
府
は
長
期
間
か
け
て
の
構

造
改
革
と
し
て
、
二
重
通
貨
制

度
の
廃
止
、
賃
金
改
革
（
労
働

に
応
じ
た
賃
金
の
支
払
い
を
目

指
す
、
働
か
な
い
者
を
な
く

す
）、
農
業
制
度
改
革
（
自
国

で
の
生
産
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
）、

納
税
制
度
の
導
入
・
強
化
、
配

給
制
度
の
廃
止
、
外
国
投
資
の

促
進
な
ど
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
国
民

に
そ
れ
ら
を
投
げ
か
け
、
各
職

場
で
時
間
を
か
け
な
が
ら
話
し

合
い
、グ
ラ
ン
マ
と
い
う
キ
ュ
ー

バ
共
産
党
の
機
関
紙
上
に
国
民

の
自
由
意
見
を
掲
載
さ
せ
る
な

ど
、
国
民
全
員
で
討
議
す
る
雰

囲
気
が
あ
る
こ
と
が
重
要
な
点

で
、
よ
り
民
主
的
で
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
ラ

ウ
ル
国
家
評
議
会
議
長
は
、
国

会
の
演
説
で
、「
社
会
主
義
は
、

社
会
的
公
正
お
よ
び
平
等
を
意

味
す
る
が
、
権
利
の
平
等
、
機

会
の
平
等
で
あ
り
、
所
得
の
平

等
で
は
な
い
。
平
等
主
義
は
い

き
つ
く
と
こ
ろ
、
一
種
の
搾
取

と
な
る
」
と
述
べ
て
、
今
後
の

キ
ュ
ー
バ
社
会
主
義
経
済
を
維

持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
原
則

的
な
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

年度 90 92 94 96 98 00 02 04 06 07

名目平均賃金
（CUP） 187 182 185 202 207 238 261 284 387 408

実質平均賃金
（CUP） 182 53 21 27 26 32 33 36 45 46

〈
問
題
〉
上
の
絵
と
下
の
絵
に
は
７
カ
所
の
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し
ょ
う
。

	

（
注
…
印
刷
の
汚
れ
や
か
す
れ
、
濃
淡
は
ま
ち
が
い
に
入
り
ま
せ
ん
）（
答
え
は
９
面
）

右が保健省のポルティージョ
さん、中央は筆者
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